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日
本
国
際
政
治
学
会
編

『国
際
政
治
』
第
1
4
0
号

「
国
際
政
治
研
究

の
先
端

2
」

(二
〇
〇
五
年
三
月
)

日
本
外
交
史

に
お
け
る
境
界

の
政
治
学

―

排

日
移

民
法

と

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ア
イ

デ

ン

テ
ィ

テ

ィ
―

大

賀

哲

一

認
識

論

的

転

回

と

し

て

の

ア
イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ
研

究

二
〇
世
紀
後
半

の
国
際
関
係
論
は
、
行
動
科
学
/
実
証
主
義

の
隆
盛
と
、
そ

れ
に
対
す

る
挑
戦
と

い
う

二

つ
の
軸
か
ら
展
開
さ
れ
て
き
た
。
英
米

の
学
界
情

勢
は
こ

の
二
大
潮
流

の
角
逐
を
概
ね
代
表
し

て
い
る
―

即
ち
徹
底
し
た
実
証

主
義
を
推

し
進

め
る
ア
メ
リ
カ
と
、
多

種
多

様
な
ポ
ス
ト
実
証
主
義

の
台
頭
す

る
イ
ギ
リ
ス

(
及
び

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
)
―

と

い
う
構

図
で
あ

る
。
そ
れ

に
対
し

て
日
本

の
情
勢

は
、
伝
統
的

に
ど
ち
ら

の
陣
営
か
ら
も

一
定

の
距
離
を
保

っ
た

も

の
で
あ
る
。

一
九
七
九
年

に
細
谷
千
博
は
日
本

の
国
際
関
係
論

の
動
向
を
次

の
よ
う
に
概
観

し
て

い
る
。

ま
た
七
〇
年
代

か
ら
ア
メ
リ
カ

の
学
会

で
は
、
「
ポ
ス
ト

・
ビ

ヘ
ィ
バ
リ

ズ

ム
」

の
風
潮

が
強
く
な
り
、
没
価
値
的
研
究
態
度

へ
の
批
判
が
見
ら
れ

る
よ
う

に
な
る
が
、

日
本

の
学
界
は

こ
の
よ
う

な
傾
向

に
対
す

る
積
極
的

受
容

の
態
度

は
必
ず

し
も
強
く
な

い
。

(中
略

)
ま

た

「行
動

科
学
論
以

後
」
を
求

め
る
に
は
、
日
本

の
場
合
、
ま
だ
研
究

が

「行
動
科
学
論
以
前

」

の
段
階
を
彷
徨
し

て
い
る
と

い
う
事
情
も
あ

る
で
あ

ろ
う
。
(
1
)

そ

の
後
英
米

の
学
界

で
は
、
八
〇
年
代

に
入
り

ポ

ス
ト
行
動

主
義
/

ポ

ス

ト
実

証
主
義

の
傾
向
は
顕
著
に
表
れ
、

い
わ
ゆ
る

「第
三
論
争
」
(
2
)

に
よ

っ
て
こ

の

「行
動
科
学
論
以
後
」

の
研
究
動
向

は
ピ

ー
ク
を
迎
え

る
。
理
論
的
に
は
構

築
主
義

や
ポ
ス
ト
構
造
主
義
が
現
れ
、
規
範

・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

・
文
化
と

い
っ
た
こ
れ
ま

で
捨
象
さ
れ
が
ち
で
あ

っ
た
要
素
が
分
析
対
象
と
し

て
注
目
を

集

め
る
。

し
か
し
、
日
本

に
お
け
る
状
況
は
こ
の
二
〇
年
間

で
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ

な

い
。
日
本

の
国
際
関
係
論
は
欧
米
か
ら
の
輸
入
理
論

に
よ

っ
て
成
り
立

っ
て

き
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
単
純
化

で
き

る
図
式

で
は
な
く
、
日

本

の
国
際
関
係
論

は
む
し
ろ
ネ
オ

・
リ

ア
リ
ズ

ム
の

「
狭
義

の
国
際
関
係
論

」
(
3
)

を
忌
避
す
る
微
妙
な
立
場
を
貫

い
て
き
た
。
ネ

オ

・
リ
ア
リ
ズ

ム
か
ら
ネ
オ

・

ネ
オ
論
争
を
経

て
、
ネ
オ

・
リ

ア
リ
ズ

ム
統
合
、
そ
し

て
第
三
論
争

へ
と
欧
米
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の
国
際
政
治
学
者

の
視
点
が
集
ま

っ
て

い
く
中
、
八
〇
年
代

の
日
本

の
国
際
関

係
論

が
注

目
し
た

の
は
ネ
オ

・
リ

ア
リ
ズ

ム
で
は
な
く
、
欧
米

の
理
論
的
系
譜

で

い
け
ば
主
流
と

は
言

い
難

い
覇
権
安
定
論
と
世
界

シ
ス
テ
ム
論
で
あ

っ
た
。
(
4
)

こ
れ
は
、
根
強

い
行
動
科
学
文
化

(即
ち
ネ

オ

・
リ
ア
リ
ズ

ム
統
合
)
を
持
た

な
か

っ
た

日
本

の
学
界

に
お

い
て
、
同
様

に
行
動
科
学

へ
の
抵
抗

(ポ

ス
ト
構

造
主
義
)

や
改
良

(構
築
主
義
)

の
動
き

が
こ
れ
ま

で
注
目
さ
れ

て
こ
な
か

っ

た
と

い
う
事

の
現
わ
れ

で
あ
る
。
(
5
)

国
際
関
係
論
は
そ

の
学
際
的
な
性
格

か
ら
、
国

や
地
域

に
よ

っ
て
研
究
発
展

史
を
異

に
し

て
い
る
。
日
本

の
国
際
関
係
論

が
英
米
と
は
異
な
り
歴
史
研
究
を

基
軸

に
発
展
し

て
き
た
こ
と
は
、
(
6
)

今

日
の
日
本

の
学
問
的
立
場
と
無
関
係
で
は

な

い
。

日
本

の
学
界
は

一
方
で
、
過
度

の
行
動
科
学
論

(ネ
オ

・
リ

ア
リ
ズ

ム

統
合
)
を
避
け
、
他
方

で
は
そ
れ
を
是
正
す

る
認
識
論
争

(第
三
論
争

)
か
ら

も

距
離
を
置

い
て
き
た

。
日
本

の
国
際

関
係
論

の
中
軸

で
あ

る
日
本
外
交
史

研
究

を
振
り

返
る
と
、
行
動
科

学

ア
プ

ロ
ー
チ
か

ら

の
影
響

が
見
ら
れ

る

一

方

で
、
(
7
)

そ
も
そ
も
科
学
的
認
識
論

の
是
非
を
問
う
論
争
が
起

っ
た
形
跡
は
見
ら

れ
な

い
。
行
動
科
学
を
ど

の
よ
う

に
日
本

の
文
脈

に
適
用
す
る
か
に
注
目
が
集

め
ら
れ
、
な
ぜ
行
動
科
学
が
有
益
で
あ

る
の
か
、
ま
た
限
界
が
あ

る
と
す
れ
ば
、

ど

の
よ
う
な
方
法
論
に
よ

っ
て
代
替

可
能

で
あ
る

の
か
、
と

い

っ
た
議
論

は
あ

ま
り
顧

み
ら
れ
な
か

っ
た
。

一
九
六

〇
年
代
以
降
ク

ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
歴
史
研

究
は
弱
ま
り
、
代
わ

っ
て

「外
交
と
世
論
」
「
戦
争
終
結

の
条
件

」
「
日
本
外
交

の
国
際

認
識
」
[外

交
指
導
論
」
等

の
ケ
ー
ス

・
ス
タ
デ
ィ
的
要
素
が
強
ま

っ

た
。
国
際
機
構

・
政
策
決
定
過
程

・
外
交
指
導
者

・
イ

メ
ー
ジ

・
政
治
理
念

・

世
論

・
利
益
集
団

・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程

・
交
渉
様
式
等

の

「非
伝
統

的

ア
プ

ロ
ー
チ
」
(
8
)

の
台

頭
は
、
高
度

の
政
治

か
ら
低
度

の

政
治

へ
の
存
在
論
的
移
行
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
。
(
9
)

し
か
し
な

が
ら
、
こ
う

し
た
非
伝
統
的

ア
プ

ロ
ー
チ
の
隆
盛
も
認
識
論
的
課
題
に
は
届

い

て

い
な

い
印
象
が
あ

る
。
歴
史
研
究

の
特
性

か
ら
、
因
果
関
係

の
解
明
と

い
う

問
題
設
定
か
ら
歴
史
的
事
実
を
積
み
上
げ

て
、
特
定

の
事
象
が

「
な
ぜ
」
起
き

た

の
か
を
説
明
す
る
と

い
う
作
業
が
重
視

さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
て

特
定

の
思
想

・
言
説
が

「
ど

の
よ
う

に
」
形
成

さ
れ
て
き
た

の
か
と

い
う
視
点

は
希
薄

で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
外
交
史

に
お

い
て

「為
政
者

の
抱
く
世
界
像

や
対
外
認
識
が
、
そ

の
ま
ま
内
治
や
外
交

に
反
映

さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
か

っ
た
」
(
1
0
)

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
認
識
論

の
視
座

か
ら
外
交
分
析

の
枠
組
を
再
構

築
す

る
必
要
が
生
じ
る
。

こ
れ
は
理
論
研
究

の
み
な
ら
ず
歴
史

研
究

に
お

い
て
も
、
そ

の
認
識
論
的
枠

組

が
修
正
を
迫
ら
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
理
論
研
究

(規
範

・
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
分
析
)
(
1
1
)

や
歴
史
研
究

(体
系
的
な
外
交
認
識

の
提
示
)
(
1
2
)

の

認
識
論
的
課
題
は
、
今
日

の
国
際
関
係
論

の
動
向
を
捉
え

る
上

で
重
要
な
示
唆

を
含

ん
で
い
る
が
、
理
論
/
歴
史
と

い
っ
た
学
問
的
障
壁
を
越
え

て
体
系
的

に

吟
味

さ
れ
る
こ
と
は

こ
れ
ま

で
な
か

っ
た

(例
え
ば

、
第

三
論
争
は
歴
史
研
究

に
ほ
と

ん
ど
影
響
を
与
え
な
か

っ
た
し
、
多
く

の
理
論
研
究
者
は
歴
史
認
識

の

問
題

に
注
意
を
払

っ
て
こ
な
か

っ
た
)
。

こ
う

し
た
状

況
下

で
近
年

台
頭

し
て

い
る
研

究
動
向

に

「
ア
イ

デ
ン
テ

ィ

テ
ィ
の
考
察
」
が
あ
る
。
理
論
的
に
は
国
家

の
行
動
様
式
を
説
明
す

る
新
た
な

変
数
と
し

て
、
或

い
は
社
会
的
歴
史
的
に
構
築

さ
れ
る
言
説
形
成
と
し

て
、
ま

た
歴
史
研
究

で
は
国
民
国
家
形
成
と
そ

の
対
外
意

識
を
体
系
的

に
捉
え
る
為

の
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与
件
と
し

て
ア
イ

デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
課
題
は
重
要
性
を
増

し
て
い
る
。
従
来

の

ネ

オ

・
リ
ア
リ
ズ

ム
は
国
益

や
自

助

を
分
析
変
数
と
し

て
用

い
、
国
家

の
行
動
様
式
を
説
明

し
て
き
た
が
、
そ
も
そ

も
何
を
も

っ
て
国
益
と
考
え
る
か
は
、
社
会
的

・
歴
史
的

に
形
成

さ
れ
た
言
説

及
び

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
課
題

で
あ
り
、

一
律

に
ア
プ

リ
オ
リ
な
分
析
単
位

と

し
て

「
国
益
」

や

「
自
助
」
を
考
察
す
る
こ
と
は
で
き

な

い
。
(
1
3
)

上
記

の
よ
う

な
認
識
論
的
転
回

(理
論
研
究
に
お

い
て
は
ネ

オ

・
リ
ア
リ
ズ

ム

の

「
狭
義

の
国
際

関
係
論
」

の
是
正
、
歴
史
研
究
に
お

い
て
は
世
界
観

や
対

外

イ

メ
ー
ジ
を
加

味
し
た
歴

史
認
識

の
構
築
)
を
捉
え

る
上

で

「
ア
イ
デ

ン

テ
ィ
テ

ィ
」

の
研
究

は
重
要
な
試
金
石
と
成
り
得
る
も

の
で
あ
る
が
、
理
論
と

歴
史

の
学
問
的
分
業

(な

い
し
断
絶
)
か
ら
、
別

々
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
ア
イ

デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
が
な
さ
れ
て

い
る
印
象
は
否
め
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
理

論
研
究
か
ら
台
頭
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
分
析

(構
造
主
義

.
ポ

ス
ト
構
造

主
義
)
も
歴
史
研
究
か
ら
浮

上
し
た
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
や
外

交
パ

ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ブ

の
探

求
も

、
既
存

の
研
究
枠
組
み
に
対
す
る
修
正
的
意

味
合

い
を
内
包

し

て
い
る
た
め
、

こ
れ
ら
は
同
時

に
再
検
討

さ
れ
る

べ
き

で

あ

る
。

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
動
向
に
着

目
し
た
研
究
と
し

て
は
以
下

の
三

つ
の
潮

流
を
俯
瞰
す

る
こ
と
が

で
き
る
。
(
1
4
)

第

一
は
実

証
主
義
理
論
を
基
盤
と
し
た
構
築

主
義

の
潮
流
。

こ
れ
は
価
値
要
因

を
分
析
変
数
に
組

み
込

み
既
存

の
科
学
的
認
識
論
か
ら
国
際
関
係
論

の
再
構
築
を
目
指
し
た
も

の

で
あ

る
。
(
1
5
)

第

二
の
流
れ
は
ポ

ス
ト
構
造
主
義

理
論
を
援
用
し
た

「
境
界

の
政
治

学
」

で
、
自
己
と
他
者
と

い
う

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
が
ど

の
よ
う
な
境
界
線

の

画
定
作
業

(
い
わ
ゆ

る

「
言
説
空
間

の
分
節

化
」
)
に
よ

っ
て
顕
在
化
し

て
き

た
の
か
を
批
判
的

に
読
解
す
る
も

の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
外
交
史
や

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
外
交
史
を

こ
の
視
座
か
ら
読
み
直
す
研
究

は
そ
の
顕
著
な
例

で
あ
る
。
(
1
6
)

第

三

の
流
れ
は
、
上
述

の
よ
う
な
理
論
的
イ

ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
排
除
し
て

(或

い
は
最
小
限
度
に
留
め
)
伝
統
的
な
史
料
分
析

か
ら
分

析
項
と
し
て
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
読
解
し

て
い
く
研
究
で

あ
る
。
(
1
7
)

こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
に
は
そ
れ
ぞ
れ
長
所
と
短
所
が
存
在
す

る
。
構
築
主

義
理
論

は
存
在
論

に
強
く
認
識

論

に
弱

い
―

ア
イ

デ
ン
テ

ィ

テ
ィ
を
分
析
項
と
す

る

一
方
で
科
学
的
認
識
論
を
無
批
判

に
継
承

し
て

い
る
。

ポ
ス
ト
構
造
主
義
は
認
識
論
に
強
く
方
法
論
に
弱
い
―

科
学
的
認
識
論
に
異

議
を
唱
え
る

一
方

で
、
そ
れ
に
代
替
可
能
な
方
法
論
は
必
ず

し
も
明
確

に
は
提

示
さ
れ

て
い
な

い
。
そ
し
て
歴
史
研
究
は
方
法
論
に
強
く
存
在
論

に
弱

い
―

史
料
分
析
が
強
固
な
方
法
論
的
基
礎
を
提
供
す
る

一
方
で
、
そ
も

そ
も

(実
証

主
義
理
論

の
科
学
的
認
識
論
の
洗
礼
を
受
け

て
い
な

い
の
で
、
或

い
は

そ
れ

に

対
す

る
免
疫
自
体
存
在
し
な

い
の
で
)

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
形
成
過
程
を
体

系
的

に
捉
え
る
と

い
う
問
題
設
定

は
薄

い
。
(
1
8
)

本
稿

の
趣
旨
は
理
論
研
究
と
歴
史
研
究

に
お
け
る
認
識
論
的
課
題
を
踏
ま
え

な
が
ら

(ま
た
両
者

の
補
完
可
能
な
部
分
を
接
合
し
な
が
ら
)
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
形
成

の
メ
カ

ニ
ズ

ム
を
再
構
成
す

る
こ
と

に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
構
築

主
義

の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
分
析
を
批
判
的

に
捉
え
な
が
ら
、
歴
史

研
究

に
現

れ
て

い
る

「
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
史
」
を
ポ

ス
ト
構
造
主
義

の
枠

組
か
ら

再
読
解
す

る
。
そ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
日
本
外
交
史
を

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
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基
軸

に
再
読
解
す
る

こ
と
が
可
能

か
、
ま

た
可
能

で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
ど

の

よ
う
な
認
識
論

・
方
法
論

の
下
で
そ
れ
を
為
し
得

る
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
で

あ

る
。

具
体

的
な
事
例
と

し

て
は

一
九

二
四
年

の
米
国
排

日
移
民
法

に
対
す

る
ナ

シ
ョ
ナ

ル

・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
台
頭
を
取
り
上
げ
日
本
外
交
史

に
お
け
る

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
を

「境
界

の
政
治
学
」

の
視
座
か
ら
検
討
す

る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
自
己
と
他
者

(同

一
化

の
対
象
と
差
異
化

の
対
象
)
と

の
間
に
境
界
線
を
表
象
す
る
行
為
で
あ
り
、
排

日
移
民
法
前
後

の

言
説
形
成

や
政
策
調
整

が
そ
う

し
た
表
象
を

含
ん

で

い
る
か
ら

で
あ
る
。
即

ち
、
排
日
移
民
法

は
単
な

る
移
民
制
限
で
は
な
く
有
色

人
種
/
白
人
種
と

い

っ

た
境
界
性
を
表
象
す

る
機
能
を
果
た
し
そ
れ
が
日
本

の
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
化
し

て
い
た
。
排
日
移
民
法

の
文
脈

で
は
、
政
策
言
説

に
お

い
て
も
民

間
言
説

に
お

い
て
も

「
正
義

・
人
道
」

の
フ
レ
ー
ズ
が

シ
ン
ボ
リ

ッ

ク
に
登
場
す

る
が
、
正
義
人
道

と

い

っ
た
普
遍
言
説

が
ナ

シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
よ
う
な
特
殊
言
説

へ

と
ど

の
よ
う

に
結
び
付

い
て

い
く
の
か
、
ま
た
強
化
し

て
い
る

の
か
を
考
察
す

る
こ
と
は
排
日
移
民
法
に

つ
い
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
を
捉
え
る
上
で

重
要

で
あ
る
。
正
義

人
道
と

い
っ
た
普
遍
言
説
も

(特
殊
言
説
と
同
様
に
)
同

一
化
と
差
異
化
を
志
向
す

る
境
界
を
表
象
す
る
か
ら
で
あ
る
。

本
稿

の
構
成
と
し

て
は

(
二
)
(三
)
で
理
論

研
究
及
び
歴
史
研
究
に
お
け
る

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
分
析
を
整
理
し
、
ど

の
よ
う
な
枠
組
か
ら

ナ
シ

ョ
ナ
ル

・

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
考
察
す

る
の
が
可
能
で
あ
る

の
か
、
ま
た
三
者

の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
ど

の
よ
う

に
補
完

し
得
る

の
か
を
検
証
す

る
。

(四
)
で
は
そ

の
方

法
論
と
し

て
の
一言
説
分
析

を
検
証
す

る
。
言
説
分
析
と
は
政
治
言
説

の
読
解
を

通
じ

て

「
境
界
」
が
ど
の
よ
う

に
表
象
さ
れ

て
い
る

の
か
を
考
察
す

る
方
法
論

で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
そ

の
方
法
論
的
な
妥
当
性
を
吟
味

す
る
。

(五
)

で
は

普
遍
言
説
と
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
関
係
を
考
察
し
、
最
後

の

(六
)

で
は
排
日

移
民
法

の
示
唆

す
る
言
説
的
課
題
を
言
説
構
成

・
政
策

調
整

・
イ

デ
オ

ロ
ギ
ー

形
成

の
視
点
か
ら
捉
え

、
排

日
移
民
法
と
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
相
関
関
係
を

分
析
す

る
。

二

ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ
形

成

の

理
論

―

構
築
主
義
と
ポ
ス
ト
構
造
主
義

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

い

っ
た
価
値
要
因
は
ネ

オ

・
リ
ア
リ
ズ

ム
に
代
表
さ

れ
る
実
証
主
義
国
際
政
治
理
論
に
お

い
て
は
ほ
と

ん
ど
議
論

の
俎
上
に
上
る
こ

と
す
ら
な
か

っ
た
わ
け
だ
が
、
構
築
主
義
と

ポ
ス
ト
構
造
主
義
は
ネ
オ

・
リ

ア

リ
ズ

ム
統
合

の
対
抗
的
磁
場

(第
三
論
争

)
の
中
か
ら

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の

理
論
研
究

に
迫

っ
て
い
る
。
先
ず
ネ

オ

・
リ
ア
リ
ズ

ム
統
合

に
よ

っ
て
形
成
さ

れ
た
理
論

パ
ラ
ダ
イ

ム
を
俯
瞰
し
た
上
で
、
構
築
主
義
と
ポ

ス
ト
構
造
主
義

が

ど

の
よ
う

に
理
論
展
開
を
し
て

い
る
の
か
を
検
証
す

る
。

ネ

オ

・
リ
ア
リ
ズ

ム
は
最
低

二

つ
の
前
提

か
ら
構

成
さ
れ

る
。
(
1
9
)

(
一
)

国
家

は
、
国
際
政
治
に
お
け
る
不
可
分
か

つ
唯

一
の

「
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
あ
る
。
国
家

の
行
動
様
式

は
シ
ス
テ
ム
要
因

(
つ
ま
り
国
際
政
治

の
無
秩
序
性

・
無
統
治
性
)

に
よ

っ
て
規
定

さ
れ
る
。

(
二
)
国
家

の
能
力

は
、
各

々
が
保
有
す

る
軍
事
力

や
経
済
力
と

い

っ
た
物

理
的
潜
在
能
力

に
よ

っ
て

推
し
量
る
こ
と
が
で
き

る
。
ネ

オ

・
リ
ア
リ
ズ

ム
は
伝
統
的
リ
ア
リ
ズ

ム
の
還
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元
主
義

批
判
か
ら
出
発

し
た
わ
け
だ
が
、

ア
ナ
ー
キ
ー
下
に
お
け
る
大

国
間

の

権
力
闘
争

と

い
う
新

た
な
還

元
主
義

に
陥

っ
て
お
り
、
そ
れ
は
恐
ろ
し
く
狭

い

範
囲
で
理
論
展
開
を
行

っ
て
き

た
。
(
2
0
)

ま
た
科
学
的
認
識
論

の
隆
盛
下
で
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
や
そ
れ
を
構
成
す

る
イ
デ
オ

ロ
ギ

ー
、
思
想
、
言
説
を
分
析

課
題

か
ら
排
除
し

て
き
た
。
実
証
主
義

国
際

関
係
論

に
お

い
て

「
思
想
史
自
体
が
周

辺
化
さ
れ
た
存
在
」
(
2
1
)

で
あ
る

の
は
彼

ら
が
こ
う

し
た
行
動
科
学
論
に
根
ざ
し
た

認
識
論
を
採
用
し

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う

し
た
分
析
手
法
は
外
交
政
策

に
お
け

る

「
変
化
」
「
転

換
」

に
対
し

て
の
説
明
が
し
ば
し
ば
曖
昧
と

な
る
。
(
2
2
)

第

一
に
、

ユ
ニ
ッ
ト

で
あ

る
国
家

の
最
終
目
標

で
あ
る

「
国
益
」
が
ど
の
よ
う

に
変
化
す

る
の
か
。
第

二

に
、
な
ぜ
国
家
外
交
は
し
ば

し
ば

非
物
理
的
要
因

(イ

デ
オ

ロ
ギ
ー
や
世
論
)

に
よ

っ
て
決
定

さ
れ

る
こ
と
が
あ
る

の
か
〇
構
築
主
義
と

ポ
ス
ト
構
造
主
義
は

各

々
異
な

っ
た
切
り

口
か
ら

こ
う
し
た
ネ
オ

・
リ
ア
リ
ズ

ム
の
理
論
的
脆
弱
性

を
突

い
て

い
る
。

構
築

主
義

は
実
証
主
義
理
論

(或

い
は
科
学
的
認
識
論

)
の
再
構
築
を
模
索

す
る
理
論
展
開
で
あ

る
。
即
ち
ネ
オ

・
リ
ア
リ
ズ

ム
が
捨
象

し
て
き
た

ア
イ

デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
分
析
項
と

し
て
照
射
す

る
こ
と

に
よ
り
、
し
ば
し
ば
狭

い
範
囲

(例
え
ば
大
国

間

の
権

力
闘
争
)

で
論
じ
ら

れ
て
き

た
国
際
政
治
学

の
考
察
対

象
を
拡
大
さ
せ
よ
う

と
す
る
野
心
的
な
試

み
で
あ
る
。
対
し
て
ポ
ス
ト
構
造
主

義

は
、
科

学
的
認
識

論

や
本
質

主
義

の
誤
謬
を
突
き

、
実
証
主
義

国
際
関
係

論
自
体

の
脱
構
築
を
目
指

し
た
立
場

で
あ

る
。
ポ

ス
ト
構
造
主
義
者

に
と

っ
て

は
、
構
築
主
義

の
よ
う

に

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

「
モ
ノ
」
と
し
て
分
析

可
能

だ
と
す

る
の
は
蓋
し
実
証
主
義

の
延
長

で
あ
り
、

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
継
続

的

に
形
成

・
再
形
成
さ
れ
る
自
己
と
他
者

の
境
界
線
を
相
対
的
に
考
察
す
る
こ

と

に
よ

っ
て
可
能

で
あ
る
。

構
築
主
義

の
議
論
は
、
ネ
オ

・
リ

ア
リ
ズ

ム
の

「社
会
性
」
と

「歴
史
性
」
の

軽
視

に
対
す

る
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
で
あ
る
。

一
方

で
ネ

オ

・
リ
ア
リ
ズ

ム
は
シ
ス

テ
ム
要
因
を
重
視
す

る
あ
ま
り
歴
史
的
に
形
成

さ
れ
た
規
範

・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ

テ
ィ
が
国
際
社
会

の
枠
組

で
ど

の
よ
う
に
変
容

し
て
き
た

の
か
を
捉
え
よ
う
と

は
し
な

い
。
他
方

で
、
国
家
間
関
係
に
よ

っ
て
社
会
的

に
構
築
さ
れ

て
い
く

ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

(或

い
は
行
動
様
式
に

つ
い
て
の
選
好
)
を
分
析
項
か
ら
除

外
し
て

い
る
。
構
築
主
義

に
お

い
て
は
規
範
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

い

っ
た

要
素

は
社
会

的
か

つ
歴
史
的

に
形
成
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
二

つ
の
ア
ン
チ

テ
ー

ゼ
は
密
接

に
絡

ん
で
い
る
。
(
2
3
)

即
ち
特
定

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
社
会
的
か

つ

歴
史
的
に
ど
の
よ
う

に
構
築
さ
れ

て
い
る

の
か
を
科
学
的

に
分
析
す

る
こ
と
が

構
築
主
義

の
主

眼
で
あ

る
。
そ
し

て
こ
れ
は
、
ネ
オ

・
リ
ア
リ
ズ

ム
の

「
国
家

間

の
権
力
闘
争
」
と

い
っ
た
狭
義

の
国
際
政
治
観

を
社
会
性

、
歴
史
性

の
議
論

か
ら
再
構
築

し
よ
う
と
す

る
目
論
見

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
野
心
的
な
出
発
に
も
拘
ら
ず

、
構
築
主
義

の
展
開
す

る

「
社
会
性
」
、
「
歴
史
性
」

の
議
論
は
曖
昧

で
あ
る
。
例
え
ば

ウ

ェ
ン
ト

は
国

際

シ
ス
テ
ム

の
規
範

の
変
化
を

ホ

ッ
ブ
ズ

・
ロ
ッ
ク

・
カ
ン
ト
的
世
界
観

の
変

容

で
捉
え
よ
う
と
試

み
て

い
る
が
、
事
例
検
証
を
欠

い
て

い
る
た
め
に
そ
れ
が

歴
史
的

に
ど

の
よ
う
に
形
成
さ
れ

て
き
た

の
か
十
分
に
説
明

で
き

て

い
な

い
。
(
2
4
)

ま
た
構

築
主
義

の
理
論
展

開
を
曖
昧

に
し
て

い
る
点

と
し

て
、
彼

ら

の
議
論

は
し
ば
し
ば

「
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と

「
規
範
」
を
混
同
し
て

い
る
。
彼
ら

が
参
照
す
る

「
経
済
大
国
」
(
2
5
)

、
「平
和
主
義
」
(
2
6
)

は

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
で
は
な
く



40

規
範

(ま
た
は
自

己
規
定
)

で
あ

る
。
(
2
7
)

こ

の
種

の
曖
昧

さ
は
彼
ら

の
目
指
す
リ

サ
ー
チ

・
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
視
点
か
ら
考
え
る
と

一
貫
性

に
欠
け

て
い
る

要
す
る
に
構
築
主
義

の
問
題
点
は
、
実
証
主
義

の
誤
謬
―

即
ち
極
度

の
行

動
科
学
論
―

を
な

ん
ら

の
批
判
的
再
検
討
も

な
し
に
受
け
継

い
で
い
る
点
に

あ
る
。
(
2
8
)

つ
ま
り
構
築
主
義

は
存
在
論

レ
ベ
ル
で
の

「
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
」
「
規

範

」
と

い
っ
た
価
値
要
因

の
重
要
性
を
唱
え

る

一
方

で
、
そ

の
認
識
論
は
従
来

の
科
学
的
認
識
論

に
留
ま

っ
て

い
る
。
(
2
9
)

こ
の
認
識
論
に
対
す

る
不
徹
底

さ
は
、

ネ

オ

・
リ
ア
リ
ズ

ム
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
構
築
主
義
は
従
来

の
ネ
オ

・
リ
ア
リ

ズ

ム
と

「問
題
関
心
を
共
有
し

て
い
る
」
(
3
0
)

と
な
り
、
ポ

ス
ト
構
造
主
義

の
立
場

か
ら
す

れ
ば
、
そ
れ
は
実
証
主
義
に
内
在
す

る
権
力
/
知

の
交
渉
を

「
強
化

/

隠
蔽
す

る
機
能
」
(
3
1
)

を
果
た
し

て
い
る

の
で
あ

る
。

ポ
ス
ト
構
造
主
義
は
、
構
築
主
義

と
は
異
な
り
実
証
主
義

に
対
す
る
ラ
デ
ィ

カ
ル
な
批
判
か
ら
理
論
を
展
開
す
る
。
ポ
ス
ト
構
造
主
義

に
拠
れ
ば
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
に
は
三

つ
の
特
徴
が
内
在
す

る
―

(
一
)

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は

常

に
差
異

の
論
理

に
よ

っ
て
構
成

さ
れ
る

(
二
)
ア
イ
デ

ン
テ
ィ

テ
ィ
と

は

間
主
観
的
な
存
在

で
あ
り
、
軍
事
力

・
経
済
力

・
制
度

・
レ
ジ
ー
ム

の
よ
う

に

「
モ
ノ
」
と
し
て
客
観
的

に
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
分
析
す

る
こ
と
は

で
き

な

い

(
三
)

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
結
果

で
な
く
過
程

で
あ
る
。
(
3
2
)

第

一
に

ア
イ

デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
は
ウ
チ
と

ソ
ト

の
論
理

に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
る
。
即
ち
外
部
者
を
表
象
し
そ
れ

に
よ

っ
て
内
部

の
同

一

性
を
高
め
よ
う
と
す
る
衝
動

で
あ

る
。
外
交
史

の
文
脈

で
例
示
す
る
と

、
岩
倉

具
視
が
当
時

の
帝
国
主
義

の
国
際

シ
ス
テ
ム
を
指
し

て

「
虎
狼
百
万
ノ
衆
」
と

描
写
し
、
後
続

の
明
治
期

の
指
導
者
が
近
代
化

の
目
標
を

「
弱
国
日
本

の
安
全

保
障

の
確
立
」

に
求
め
た
こ
と
は
、
彼

ら
が

「外
部

の
脅
威
」

の
下
に

「内
部

の
同

一
性
」
を
表
象
し

て
国
民
国
家
を
形
成

し
よ
う
と
し
た

こ
と

の
現
れ
で
あ

る
。

つ
ま
り

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
常

に
内
部

・
外
部

の
境
界
を
必
要
と
す
る

(例
え
ば
、
文
明
/
野
蛮
、
東
洋
/
西
洋
、
黄
色
/
白
人
、
王
道
/
覇
道
、
精
神

文

明
/
物
質
文
明
)
。
そ
し

て
こ
れ
ら

の
境

界
が
社
会
的
か

っ
歴
史
的

に
ど

の

よ
う

に
表
象
さ
れ

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成

し
て
き
た

の
か
が
ポ

ス
ト
構
造

主
義

の
研
究
課
題

で
あ
る
。
こ
の
枠
組

は
明
治
期

の
国
民
国
家
形
成
に

一
定

の

示
唆
を
与
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
日
本

に
開
国
を
迫

っ
た
西
欧
列
強
が
、
日
本

人
に
と

っ
て
外
的

「脅
威
」
と
認
識

さ
れ
、
そ
の
事

が
内
的

「
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
構
築

さ
せ
る
こ
と

に

つ
な
が

っ
た
か
ら
で
あ

る
。
(
3
3
)

第

二
の
特
徴
は
方
法
論
的
課
題

で
あ

る
。

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
差
異

の
論

理
か
ら
生
成
さ
れ
る
と
し
て
そ
れ
は
ど

の
よ
う

に
検
証
可
能
で
あ
る
の
か

(客

観
分
析

が
可
能

で
あ
る

の
か
、
そ
れ
と
も
他

の
方

法
論
が
必
要
な

の
か
)
。
従

来
、

こ
の
方
法
論
的
課
題

(
い
わ

ゆ
る
リ
サ

ー
チ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム
)
は
ポ
ス
ト

構
造
主
義

の
脆
弱
性
と
し
て
攻
撃

さ
れ
て
き
た
。
(
3
4
)

ネ
オ

・
リ

ア
リ
ズ

ム
の
実
証

分
析

や
歴
史
研
究

の
史
料
分
析

に
比

べ
て
ポ

ス
ト
構
造
主
義
は
そ
の
方
法
論
的

基
礎
を

こ
れ
ま

で
明
確

に
は
提
示
し

て
こ
な

か

っ
た
。
ポ

ス
ト
構
造
主
義
は
、

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
客
観
的

に
は
分
析
不
可
能

で
あ
る
と

い
う

立
場
を
採
り

言
説

分
析
を
採
用

し

て
ア
イ

デ

ン
テ
ィ
テ
ィ

の
差
異

の
論
理
を
読
解

し

て

い

く
。

(言
説
分
析

の
方
法
論

に

つ
い
て
は

(四
)

で
詳
述
す
る
)
。

最
後
に

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は

ア
プ
リ
オ
リ
に
与
え
ら
れ
て

い
る
も

の
で

は
な
く

、
常

に
偶
発
性

の
中
か
ら
構
成

さ
れ
る
。

つ
ま
り

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と

は
結
果

で
は
な
く
過
程

で
あ
り
、
社
会
的

か

つ
歴
史
的
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な

コ
ン
テ
ク
ス
ト

の
中

で
絶
え
ず
形
成

・
再
形
成
を
繰
り
返
し

て
い
る
。
例
え

ば
日
清
戦
争
時

の
文
明
/
野
蛮
と

い
う
境

界
表
象

が
東
西
文
明
融
合
論
を
経

て

日
露

戦
後

の
ア
ジ

ア
主
義

へ
と
旋
回
し
て

い
く
の
は
こ
う

し
た
政
治
言
説

の
再

編
成
で
あ

る
。
(
3
5
)

そ
れ
は
言
説

の
持

つ
二

つ
の
特
性
―

空
虚
性

と
流
動
性

に
よ

っ
て
支

え
ら
れ

て

い
る
。
言
説
に
厳
密
な

定
義
は
存
在
し
な

い

(空
虚
性
)
そ
し

て
そ
れ
は
時
代
状
況
に
よ

っ
て
変
化
す

る

(流
動
性
)
。
(
3
6
)

例
え
ば
排

日
移

民
法

で
台
頭

し
た

「有
色

人
種
」
と

い
う
言

説

に
は
、

一
方

で
厳
密

な
定
義

は
存
在
し
な

い

(ど

こ
ま
で
有
色

人
種

に
含
ま

れ
る
の
か
は
厳

密
に
は
定
義

で
き
な

い
)
、
他
方

で
そ

の
意
味
内
容
は
状
況

に

よ

っ
て
拡
大
縮
小
す
る
。

な
ぜ
言
説

の
空
虚
性
と
流
動
性

が
問
題
と
成
り
得

る
の
か
。
そ
れ
は
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

い

っ
た
間
主
観
性

が
構
造
的

に

「
二
重

の
不
確
実
性

(ダ
ブ

ル

・
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ

ェ
ン
シ
ー
)
」
を
孕
ん
で

い
る
か
ら

で
あ

る
。
「
二
重

の
不

確
実
性

」
と

は
自
己

の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成

は
他
者

の
反
応

に
依
存
し

て

い
る
状
態
で
あ

る
。
例
え
ば

「
日
本
は

ア
ジ
ア
で
あ

る
」
と

い
う
評
説
は
、
自

動
的
に

ア
ジ
ア
諸
国
も

「
日
本
を

ア
ジ

ア
で
あ
る
」
と
思

っ
て

い
る
と

い
う
示

唆
を
含
ん
で
し
ま

い
、
そ
れ
が
真

の
意
味

で
の
間
主
観
性

足
り
え
な

い
。

つ
ま

り
日
本
も
他

の
ア
ジ
ア
諸
国
も
等
し
く

「
我

々
は

ア
ジ

ア
で
あ
る
」
と

の
認
識

を
共
有
し

て
い
な
け
れ
ば
間
主
観
性
は
存
在
し
得
な

い
。
(
3
7
)

こ
う

い
っ
た
不
確
実
性
に

つ
い
て
は
二

つ
の
疑
問
が
浮
上
す

る
。

(
一
)
な

ぜ
そ

の
よ
う
な
自
動
的
な
含
意
が
可
能

で
あ
る

の
か
、
(二
)
そ

の
自
動
的
な
含

意

は
ど

の
よ
う

に
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
化

(ま
た
は
弱
体
化
)
さ
せ
る
の

か
。

一
方

で
こ

の
種

の
自
動
的
含
意

が
可
能

で
あ
る

の
は
厳
密
な

「
ア
ジ
ア
」

の
定
義
が
存
在
し
な

い
こ
と
に
起
因
し

て

い
る

(空
虚
性

)
。
な
ぜ
な
ら
厳
密

な
ア
ジ
ア
の
定
義

が
存
在
す

る
な
ら
ば

こ
の
よ
う
な

「
二
重

の
不
確
実
性
」
自

体
が
生
じ
な

い
。
他
方

で
は
言
説

の
流
動
性
が

ア
イ
デ

ン
テ
ィ

フ
ィ
ケ
ー
シ

ョ

ン

(同

一
化
)
の
強
弱
を
示
唆
す

る
。
言
説

の
意
味
内
容
は
流
動
的
で
あ
る
わ

け
だ
が
、
日
本
と

ア
ジ
ア
諸

国
の
間

で
共
通

の

「
ア
ジ

ア
と
は
何
か
」
の
自

己

認
識
が
確
立
し
て

い
れ
ば

不
確
実
性

は
起

こ
ら
な

い
、
逆
に
そ
こ
に
共
通

の
認

識
が
生
じ
な
け
れ
ば
そ
れ
が

「
二
重

の
不
確
実
性
」
を
招
来
し
同

一
化
は
困
難

と
な

る
。

「排

日
移
民
法
は
有
色
人
種

へ
の
挑
戦
で
あ

る
」
と

い
う
言
説

は
自

動
的

に

「
『排

日
移
民
法
は
有
色
人
種

へ
の
挑
戦

で
あ

る
』
と

日
本
人

は
捉
え

て

い
る
」
と

「
「
『排
日
移
民
法
は
有
色

人
種

へ
の
挑
戦

で
あ
る
』
と
他

の
有
色

人
種
も

同
様

に
捉
え

て
い
る
」
と

い
う

示
唆
を
含
ん

で
い
る
。
後
述
す

る
が
、

日
本

の
言
説
空
間

に
お

い
て

「
排
日
」
が

「排
亜
」

の
問
題
と
し

て
認
識
さ
れ

が
ち

で
あ

っ
た

の
は
、

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

い
う
概
念

が
構
造
的

に

「
二
重

の
不
確
実
性
」
を
含

ん
で
い
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
は
厳
密

に
は
間
主
観
性

で

は
な

い
の
だ

が
、
本
稿

の
論
点
は
そ

の
よ
う
な
同

一
化
の
拡
大
が
言
説

の
空
虚

性

・
流
動
性
を
通
じ

て
ど

の
よ
う

に
表
象
さ
れ
て
き
た
の
か
を
読
解
し

て
い
く

こ
と
に
あ
る
。

要
約
す
る
と
構
築
主
義

の
議
論

の
出
発
点
―

国
際
関
係
論

に
お
け

る
社
会

性
と
歴
史
性

の
考
察
―

は
既
存

の
国
際
関
係
論
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と

し

て

一
定

の
意
義
を
有

し
て

い
る
。
事
実
、
実
証
主
義
国
際
関
係
論

は
こ
れ
ら

の
論
点
に

つ
い
て
こ
れ
ま

で
殆
ど
注
意
を
払

っ
て
こ
な
か

っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
社
会
性

・
歴
史

性
を
ど
の
よ
う

に
考
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に

つ
い

て
、
本

稿

の
立
場

は
構
築
主
義

よ
り
も

ポ

ス
ト
構
造
主

義

の
側

に
立

っ
て

い
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る
。
な
ぜ
な
ら
ば
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
客
観
的
に
推
し
量
り
得

る
も

の
で
は

な
く
、
同

一
化
と
差

異
化

の
境
界

の
中

で
表
象
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
換
言
す

る
な

ら
ば
、
そ
れ
ら

の
境
界
線
を

形
成
し

て

い
る
言
説
を

考
察
す

る
こ
と

に

よ

っ
て
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
自
体
を
構
成

し
て

い
る
ロ
ジ

ッ
ク

を
読
解
す
る
こ
と

が
で
き

る
。
次
節

で
は
歴
史
研
究
の

「
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

形
成
史

の
研
究
」

の
特
徴
を
捉
え
な
が
ら

「
境
界

の
政
治
学
」
と

い
う
枠
組
が

ど

の
よ
う

に
社
会
的

・
歴
史
的

に
形
成
さ
れ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
検
証
し

得
る

の
か
を
考
察
す

る
。

三

歴
史

要

因

の
理

論

的

読

解

前
節

で
は
構
築
主
義

の
理
論
的
な
問
題
点
を
俯
瞰
し
な
が
ら
ポ

ス
ト
構
造
主

義

の
主
要

な
議
論
を
整
理
し
た
。
本
節

で
は
歴
史
的

に
形
成
さ
れ
る

ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
表
象
過
程
を
理
論
的
に
考
察
す

る
。
境
界

の
政
治
学
は
自
己
と
他

者

の
間

に
境
界
線
を
引
く
こ
と
に
よ

っ
て
集
団
的

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
調

す

る
。
そ
し

て
自
己
と
他
者

の
境
界
線

の
画
定
に
お

い
て
は

「
外
部
者
」

「脅

威
」

の
表
象
が
重
要
な
意
味
を
帯

び
て
く

る
。
キ

ャ
ロ
ル

・
グ

ラ
ッ
ク
は
明
治

後
期

の
思
想
形
成

に
つ
い
て
以
下
の
様

に
述

べ
て
い
る
。

「外

国
人
」
は
比
喩
と
し

て
も
、
実
在
と

し
て
も

、
愛

国
主
義

に
帰
結
す

る
イ

デ
オ

ロ
ギ
ー
的
手
段

で
あ

る
。

(中
略

)
西
洋

人
自
身
は
決
し

て
問

題

で
は
な
く
、
日
本
人
が
自
己
認
識

の
た
め
に
作
り
出
す
概
念
と

し
て
の

西
洋
人
が
問
題

の
本
質

で
あ

る
。
実
在

の
西
洋
人
で
は
な
く
、
想
像
さ
れ

た
西
洋
人
―

忠
誠
心
と
孝
行
心
を
持
た
な

い
存
在
―

が
日
本
人

の
本

質
的
特
性
を
定
義
付
け

る
の
に
十
分
な
も

の
で
あ

っ
た
。
(
3
8
)

つ
ま
り
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成

・
維
持
す

る
た
め

に
は

「
外
国
人
」
と

い

っ
た
脅

威

・
排
除

の
対
象
は
不

可
欠

で
あ
る
。
で
は
、
こ

の

境
界

の
画
定
作
業
は
外
交
と
ど

の
よ
う
な
関
係

に
あ
る

の
か
。
デ
ー
ビ

ッ
ト

・

キ

ャ
ン
ベ
ル
は
交
渉
過
程
と

し
て
の

「
狭
義

の
外
交
政
策

」

と
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
表
象
過
程
と
し
て
の

「
広
義

の
外
交
政
策

」
を
区
別

し
て
い
る
。
(
3
9
)

外
交
は
、
政
府
間
交
渉

の
み
な
ら
ず

、
ソ
ト
か

ら

の
脅
威

(差
異
化
)

に
対
し

て
の
ウ
チ

の
自

己
形
成

(同

一
化
)
と

い
う
意

味
を
有

し
て
い
る
。
そ

の
意
味

で
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
相
違

を
前
提
と

し
て
組
み
立

て
ら
れ
る

「
否
認

の
政
治
」
(
4
0
)

で
あ
り
、
言
説
空
間
を
自

己
/
他
者
、
味
方
/
敵

で
分
け

て
し
ま
う

「
オ
ー

ル

・
オ

ア

・
ナ

ッ
シ

ン
グ
」
(
4
1
)

の
構
成

で
あ

る
。
広
義

の
外
交
と
は
こ

の
よ
う
な
内
/
外

の
関
係
性
に
お
け
る

境
界

の
表
象

で
あ
る
。

で
は

「
狭
義
」
と

「
広

義
」

の
外

交
は
ど

の
よ
う
な
相

関
関
係

に
あ

る

の

か
。

一
方

で
外
交
指
導

者

の
対
外

認
識
は
、
し
ば
し
ば
ナ

シ
ョ
ナ

ル

・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
参

照
点
と
し
て
導
き
出

さ
れ
る
。

ペ
リ
ー
来
航
以
後

の
日
本

の

開
国

は
、
「
日
本

国
民

の
潜
在
意
識

下
に
お
け
る
複
雑
で

ア
ン
ビ

バ
レ
ン
ト
な

対
米
認
識
」
及
び

「
精
神
史

的
に
日
本
人

に
屈
折
し
た
対
米
心
理
を
沈
殿
さ
せ

て
き
た
」
(
4
2
)

と

い
う
指
摘

か
ら
も
伺
え

る
よ
う

に
開
国
=

外
部
世
界
と

の
遭

遇
は

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム

の
出
発
点
と

し
て
定
位
さ
れ

て
き
た
。
(
4
3
)

ま
た
ア
ジ
ア
主
義
言

説
は
、
そ
れ
が
政
府

の
公
式

の
外
交
方
針
と
な
る

こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
幕
末

以
来
絶
え

ず
欧
米
追
随

の
屈
辱
外
交

に
対
す

る
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
と
し
て
存
在

し

て
い
た
。
(
4
4
)

こ
れ
を
言
説
論
的

に
類
推
す

る
と
欧
米

の
脅
威
に
対
す

る
自

己
同

一

化
と
し

て
ア
ジ

ア
主
義

の
政
治
言
説
が
形
成

さ
れ
て

い
た
と

い
う
事

で
あ

る
。



43　 日本外交史における境界の政治学

他
方
で
は

「狭
義

の
外
交
」
―

ど

の
よ
う
に
交
渉
を
進

め
て

い
く
か
―

の

技
術
論
的
課

題
は
、
「
広
義

の
外
交
」
―

ど

の
よ
う

な
対

外
認
識

・
ア
イ

デ

ン
テ

ィ
テ
ィ
を
参

照
と
す

る
の
か
―

と

い
う

思
想
的

課
題

へ
と
容
易
く
転
化

す
る
。
「
『狭
義

の
外
交
』
を
語

る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
国
民

ア
イ

デ
ン
テ
ィ

テ
ィ

の
本
質
主
義
化
な

い
し
は
境
界

の
再
強
化
を
促
進
す

る
、

い
わ

ゆ
る

『広

義

の
外
交
』
を
展
開
す

る
」
。
(
4
5
)

移
民
法

以
後

の
言
説
構
造
は

こ
の
モ
デ

ル
と
合
致
す

る
。

日
系
移
民

の
待
遇

と

い
う

「狭
義

の
外
交
」
が
人
種
論
争
と
結
合

す
る
こ
と

に
よ
り

ア
ン
グ

ロ
=

サ
ク

ソ
ン
/

ア
ジ

ア
、
西
洋
/
東
洋
、
白
人
/
黄
色
人
種
と

い

っ
た

「
広
義

の

外
交
」
的
境
界
を
拡
張

・
再
強
化
し

て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
(
4
6
)

こ
れ

に
類
似
し
た

指

摘
―

つ
ま
り
外
交

は
時

に
は
実
質

的
な
利
害

関
係
を
超
え

て
イ

デ
オ

ロ

ギ
ー

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
レ
ベ
ル
で
展
開
さ
れ
る
―

は
歴
史
研
究

の
側

か
ら
も
提
示
さ
れ

て
い
る
。
「主
観

的
な
イ

メ
ー
ジ

や
イ

デ
オ

ロ
ギ
ー
の
な
ど

思
想
的

・
心
理
的
要
因
が
大
き

く
作

用
す
る
」
。
(
4
7
)

排
日
移
民
法

の
問
題

に

つ
い

て
は
、
そ
れ
を
他

の
争
点
と
切
り
離
し
て
交
渉
を
進

め
て
い
た
な
ら
ば
冷
静
で

合

理
的
な
解
決
が
は
か
れ
た
か
も
し
れ
な

い
と

の
指
摘
が
あ
る
が
、
(
4
8
)

で
は

「
な

ぜ
そ
れ
が
不
可
能

で
あ

っ
た

の
か
」
と

い
う
点
を
考
慮
し
た
場
合
、
こ

の

「
狭

義

の
外
交

・
広
義

の
外
交
」

の
相
互
交
渉

は
重
要
な
示
唆
を
含
ん
で

い
る
。
な

ぜ
な
ら
ば

、
狭
義

の
外
交

(
移
民
間

題
に

つ
い
て

の
政
府
間
交

渉
)
は
広
義

の
外
交

(人
種
論
争
)
に
発
展
す
る
可
能
性
を
常

に
有
し

て
お
り
、
(
4
9
)

そ

の
反
面

「広
義

の
外
交
」
と
し

て
の
人
種

間
題
は
移
民
間
題

の
解
決
と

い
う

「
狭
義

の

外
交
」
を
円
滑

に
進
め
る
た
め

の
レ
ト
リ

ッ
ク
と
し

て
の
機
能
を
保
持

し
て

い

る
か
ら

で
あ

る
。

外
部
に
対

し
て
の
自
己
認
識
と

い
う
観
点
で
歴
史

研
究
と

ポ
ス
ト
構
造
主
義

の
認
識
論
的
な
隔
た
り
は
そ
れ
程
大
き
く
は
な

い
。
両
者
と
も

に
外
部

に
対
し

て
内

部
を
ど

の
よ
う

に
認
識
す
る
か
と

い
う

課
題
を
意
識

し
て
お
り
、
前
者
は

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成

の
実
在

(事

例
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成

の

因
果
関
係

の
読
解
)
を
、
後
者
は

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
表
象

に
か
か
わ
る
論
理

そ

の
も

の

(境
界

の
形
成
が
ど

の
よ
う

に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
象
し

て
い

る

の
か
の
読
解
)
を
分
析
対
象
と
し
て

い
る
。
次
節

で
は
言
説
分
析

の
特
徴
に

触
れ
な

が
ら
ど

の
よ
う

に
境
界
を
検

証

し
、
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ

デ
ン
テ

ィ

テ
ィ
の
表
象
を
考
察
し
得
る

の
か
を
吟
味
す

る
。

四

言

説

分

析

前
節

で

の
議
論

の
と

お
り

、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
敵
対
化

の
過
程
―

つ
ま
り
顕
在
化
す

る
内
部
/
外
部
、
自
己
/
他
者
と

い
っ

た
プ

ロ
セ
ス
―

を
通
じ
て
構
築

さ
れ
る
。
(
5
0
)

即
ち
、

ア
ジ

ア
主
義
と

い

っ
た
言

説

に
お
い
て
は
、

ア
ジ

ア
/
西
洋
と

い
う
差
異
化

・
敵
対
化

の
メ
カ

ニ
ズ

ム
が

働

い
て
お
り
、
そ
う
し
た
メ
カ

ニ
ズ

ム
を
分
析
す

る
こ
と
に
よ
り
そ

の
言
説
の

傾
向
を
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
言
説
分
析
は

テ
ク

ス
ト
分
析

を
通

じ
内

部
/
外
部

と

い
う
敵
対

性
を
明
確

化
し

て
、

そ
こ
か
ら

ア
イ
デ

ン
テ
ィ

テ
ィ
形
成
を
探
求
す
る
作
業

で
あ

る
。

バ
リ
ー

・
ブ
ザ

ン
は
言
説
分
析
を
次

の

よ
う

に
定
義
し

て
い
る
。

言
説

分
析
は
言

説
を
明
確
化

す
る
作
業

で
あ

る
。
方

法
論

は
シ

ン
プ

ル

で
、

テ
ク

ス
ト
を
分
析

し
、
そ

の
中
か
ら
言
説

の
対
象
に
関
わ
る
も

の
を

抽
出
し
、
論

理
化
す
る
と

い
う
作
業

で
あ
る
。

(中
略
)
言
説
分
析
は
テ
ク
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ス
ト
を
分
析
す
る
、
な
ぜ
な
ら
ば
例
え
ば
安
全
保
障

の
言
説
が
社
会

の
中

で
顕
在
化
し
た
場
合
に
そ
れ
は
テ
ク
ス
ト
と
し

て
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
(
5
1
)

つ
ま
り
社
会

の
中
に
お

い
て
言
説
分
析

の
主
題

で
あ
る

「
敵
対
性
」
が
顕
在

化
し
た
場
合
そ
れ
は

テ
ク

ス
ト
に
現
れ
る
た
め
、
逆

に
い
え
ば

テ
ク

ス
ト
分
析

を
通
じ

て
社
会
上
に
お

い
て
顕
在

化
し
て

い
る
言
説
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
で

き

る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
西
洋
国
家

シ
ス
テ
ム
の
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
と
し
て
の

「
ア
ジ
ア
主
義
」
が
浮
上
し
た
際

、
そ
れ
は
政
策

言
説
や
民
間
世
論
等

の
テ
ク

ス
ト

に
顕
在
化
す
る
。
逆
に
言
え
ば
、
テ
ク
ス
ト
分
析
を
通
じ

て
社
会
に
顕
在

化

し
て

い
る
言
説
を
検
証
す

る
こ
と

が
で
き
る

の
で
あ
る
。
言
説
分
析
と

は
、

そ
れ
ら

テ
ク
ス
ト
を
検
証
し
、
そ
こ
に
ど
う

い
っ
た
敵
対
性
が
顕
在
化
し
て

い

る
か
を
吟
味
し
、
そ
れ
を
現
実

の
状
況
に
合

わ
せ
て
論
理
構
築
を
行
う
作
業
で

あ

る
。
(
5
2
)

言
説

分
析

は
大
別
す

る
と
以

下
の
三

つ
の
機
能
を
持

っ
て

い
る
。

(
一
)
言

説
形
成
―

特
定

の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
が
ど

の
よ
う
な
言
説
構
造
か
ら
形
成

さ
れ
て

い
る

の
か
を
捉
え

る
作
業

。

(二
)
政
策
分
析
―

特
定

の
政
策

判
断

が
ど

の
よ
う
な
言
説
構
造
を
参
照
と
し
て

い
る
の
か

(換
言
す
れ
ば
政
策
と
言

説
と

の
相
関
関
係

の
解
明
)
。
(
5
3
)

(三
)
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
形
成

(批
判
)
―

イ
デ

オ

ロ
ギ
ー
の
偶
有
性

・
恣
意
性
を
脱
構
築

し
暴
き
出
す
作
業
。

一
九

二
四
年

に
浮
上
し
た

「
脱
欧
入
亜
論
」
(
5
4
)

は
欧
米

の
人
種
主
義

に
対
し

て

の

「
ア
ジ

ア
回
帰
」

の
言
説

へ
と
変
化
し
た
も

の
で
あ

る
と
捉
え

る
こ
と
が
可

能

で
あ

る
が
、
言
説
分
析
と
は
、
思
想

や
世
論

の

「
方
向

性
」
「
傾
向
」
に
着
目

し
て
、
そ
の
思
想

の
傾
向
性

・
志
向
性
が
時
代

に
よ

っ
て
ど

の
よ
う

に
変
化
し

て

い
る
の
か
を
考
察
す
る
事
を
主
眼
と
し
て

い
る
。

で
は
言
説
分
析
は
従
来

の
歴
史

研
究

の
史
料
読
解
と
ど

の
よ
う

に
異
な
る
の

か
。
言
説
構
造

の
分
析
と
は
脱
欧

入
亜
の
言
説
が

「
ど

の
よ
う
な
」

ロ
ジ

ッ
ク

に
よ

っ
て
形
成
さ
れ

て
い
る

の
か

の
分
析

で
あ

る

(歴
史
系

の
先
行
研
究
は
因

果

関
係

の

一
な
ぜ
」

の
部
分

に
注
目

し
て

い
る
)
。
ま
た
政
策
分
析
と

は
排

日

移
民
法
以
後

の
言言
説
構
造
が
政
策
対
応

に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
た
の

か
と

い
う
考
察

で
あ

る

(排
日
移
民
法

に

つ
い
て
の
歴
史
研
究
は
殆
ど
民
間
言

説
と
政
策

レ
ス
ポ

ン
ス
の
検
証
に
二
極
化
し
て
お
り
、
両
者

の
関
係
性
を
分
析

し
た
も

の
は
殆
ど
存
在

し
な

い
)
。
最
後

に
イ
デ
オ

ロ
ギ

ー
形
成
と

は
言言
説
構

造

の
恣
意
性
を
批
判
的

に
読
解
す
る
作

業
で
あ

る
。

い
う
ま

で
も
な
く
従
来

の

歴
史

研
究

に
お
い
て
も

こ
の
点
は
可
能
で
あ
る
が

一
点

目
と
同
様

に

(言
説
分
(
5
5
)

析

に
お

い
て
は
)
イ

デ
オ

ロ
ギ
ー

の
恣
意
性
が

「
ど
の
よ
う
な
」

ロ
ジ

ッ
ク
に

よ

っ
て
形
成

さ
れ
て

い
た

の
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
(
5
6
)

五

普

遍

性

の
限

界

と

ナ

シ

ョ
ナ

リ

ズ

ム

の
形

成

前
節
ま

で
で
、

お
も

に
理
論
的
視
座
か
ら

「
境
界

の
表
象
」
と

「
ア
イ

デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
形
成
」

の
関
係
を
捉
え

て
き
た
が
、
本
節
で
は
排

日
移
民
法

の
提
示

す
る
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
表
象
に

つ
い
て
考
察

し
、
次
節
以

降
具
体
的
な
議
論

へ
と
入

っ
て
い
く
。

排
日
移
民
法

以
後

の
言
説
展
開

に
は

二
つ
の
特
徴
が
存
在
す
る
。
多

く
の
歴

史
研
究

が
指
摘
す

る
よ
う
な
欧

米
志
向

か
ら

ア
ジ

ア
主
義

(或

い
は
ナ

シ

ョ

ナ

リ
ズ

ム
)

へ
の
転

回
と

、
(
5
7
)

「
正
義
」

「
人
道
」
と

い

っ
た
普

遍
言

説

の
台

頭

で
あ

る
。
で
は
両
者

は
ど

の
よ
う
な
関
係

に
あ

る
の
か
。
ナ

シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム

の
よ
う
な
特
殊
性

の
強
調
と
正
義

人
道

と

い
っ
た
普

遍
性
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は

一
見
相
反
す
る
要
素

で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
普
遍
性
は

あ
る

「
特
殊
性
」
が

ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
と

な

っ
て

い
る
状
態

で
あ
り
、
普
遍
性
と
特

殊
性

は
相
互

に
補
完
関
係

に
あ

る
。
即
ち
、
普
遍

性
も
ま

た

「
空
虚
な
空

間

」
で
あ
り
、
特
殊
性
を
媒
介
と

し
て
構
築
さ
れ
る
。

つ
ま

り
普
遍
性
と
は

ア
プ
リ
オ
リ
に
存
在
す

る
真

理

・
概
念

で
は
な
く
、
特
定

の
特

殊
性
と

の
相
互
交
渉
に
よ

っ
て
構
築

さ
れ
る
政
治
言
説

で
あ

る
。
(
5
8
)

一
方

で
普
遍

主
義
は
、
特
定

の
特
殊
性
か
ら
導

か
れ
る
た
め

一
定

の
偏
差
を
持

っ
た

「
普
遍

的

で
な

い
普
遍
性

=
擬
似
普
遍
」
を
形
成

す
る

(に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
は

ア

プ

リ
オ
リ
な
も

の
と
し

て
理
解
さ
れ
る
)
。
他
方

で
、
そ
の
よ
う
な
普
遍
性
は
、

自

ら
の
普
遍
世
界

の
外
側
に
対
し
て
容
赦

の
な

い
排
除
を
加
え

る
。

ア
プ
リ
オ

リ
な
普
遍
性
を
信
じ

る
者

に
と

っ
て
は

「普

遍
世
界
の
外
側
」
な
ど
は
あ
り
得

な

い
の
で
、

そ
れ
は
往

々
に
し

て
抹
殺

・
排
除

の
対
象
と
な

る
。

普
遍
性
と
特
殊
性
は
互

い
に
強
化
、
補
完

し
合
う

関
係

に
あ

る
。
両
者
は

実
際

に
衝
突
し
合
う
概
念

で
は
な
く
、
互

い
に
必
要
と

し
合

い
、
同

一
性

と
協
力

関
係
を
形
成
す

る

(中
略
)
こ

の
点

に
お

い
て
、

ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム

の
よ
う

な
特
殊
主
義
は
決
し

て
普
遍
主
義

の
反
証
と

は
な
ら
な

い
。
(
5
9
)

排

日
移
民
法

の
文
脈

に
照
ら
す
と
、
米
国

の
移
民
政
策

に
対

し
て
台
頭
し
た

「
正
義

・
人
道
」

の
言
説

は
日
本

の
ナ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
と

い
う

特
殊
性
か
ら
導

か
れ
た
擬
似
普

遍
で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
言
説
に
お
け
る
正
義
人
道

の
概
念

は
排

日
移
民
法

の
文
脈

で
の
み
意
味
を
有
す
る
。
そ
れ
は
正
義

人
道
と

い
っ
た
普
遍

性
が
空
虚
か

つ
流
動
的

な
も

の
だ
か
ら

で
あ
る

(正
義
人
道

の
明
確
な
定
義
は

存
在
せ
ず
、
状
況

に
応

じ
て
そ

の
意
味
内
容

は
変
化

す
る
)
。
換
言
す
れ
ば
正

義
人
道
と

い
っ
た
言
説
は
そ

の
性
質
上

「
不
正
義

」
「
非
人
道
」
と

い

っ
た
存

在
を
前
提
と
し
た
境
界

の
政
治
学
で
あ

る
。

日
本

の

「
正
義
人
道
」
言
説
に
は

西

側

の
黄

禍
論

に
対
し

て
の
応
答
的
色
彩

が
強
く
、
「
人
種

の
相
違

に
対

し
て

は

『人
生
の
共
通
』
を
、
宗
教
の
違

い
に
対
し

て
は

『人
道

の

一
致
』
」
(
6
0
)

を
強
調

し
て

い
る
。
即
ち
東
洋
/
西
洋
と

い
っ
た
二
分
法
と
同
様

に
正
義
/
不
正
義

と

い
っ
た
二
分
法
も

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
を
構
築
す

る
言
説
形
成

で
あ
る
。
次
節

で

は
排

日
移
民
法

の
事
例
を
検
証
し
、
正
義

人
道
と

い
っ
た
普
遍
言
説
が
ど

の
よ

う

に
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
特
殊
言
説
を
形
成

し
た

の
か
を
考
察
す
る
。

六

排

日
移

民

法

と

ナ

シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム

前

節
で
は
理
論
的
な
枠
組

か
ら
普

遍
性
と
特
殊
性

の
関
係
を
概
観

し
た
が
、

本
節

で
は
具
体
的

に
排

日
移
民
法

の
事

例
を
検

証
し

「正
義
人
道
」
と

い

っ
た

普

遍
言
説

が
ど

の
よ
う

に
ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
ア
イ

デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
志
向

す
る

「
境
界
」
を
形
成

し
て
き
た

の
か
を
考
察
す
る
。

一
九

二
四
年

五
月

二
六
日
に

ア
メ
リ
カ

で
、
「
帰
化

不
能
外

国
人
」

の
入
国

禁
止
条

項
を
含
む
移
民
法
案

(排
日
移
民
法
)
が
成
立

し
、
同
年
七
月

一
日
か

ら
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
ア
ジ

ア
の
有
色

人
種

の
中

で
唯

一
、
条
件
付

な
が
ら
続

い
て

い
た
日
本
人
移
民

へ
の
特
別
待
遇
は
終
焉
す

る
。
し
か
し
当
時

の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
人
移
民
は
取
る
に
足
ら
な

い
数

で
あ
り
、
(
6
1
)

排

日
移

民
法

に
よ

っ
て
排
除

で
き
る
日
本
人
移
民

の
数
は
百

五
十

人
程

度
で
あ

っ
た
。

に
も

か
か
わ
ら
ず
排

日
移
民
法

は
国
益
を
超
え

た
国

の
体

面

の
問

題
に
発
展

し
た
。
(
6
2
)

移
民
間
題
は
黄
禍
論
的
発
想
が
手
伝

っ
て
、
瞬

く
間
に
人
種
問
題

へ
と

拡
大
し

て
い
っ
た
。
言
う
ま

で
も
な
く

こ
れ
は
移
民
間
題
と

い
う

「狭
義

の
外

交
」
が
国

の
対
面

・
人
種
論
争

・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

い
っ
た

「広
義

の
外
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交
」

に
ま

で
拡
大
し
た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

一
九
四
六
年

の

『独
白
録
』
で
昭
和
天
皇
は
太
平
洋
戦
争

の

一
因
と
し
て

「
人

種
差
別
」
に
触
れ
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
こ

の
原
因
を
尋
ね
れ
ば
、
遠

く
第

一
次
世
界
大
戦
后
の
内
容

に
伏
在

し
て
ゐ
る
。
日
本

の
主
張
し
た
人
種
平

等
案
は
列
国

の
承
認
す
る
処
と
な
ら
ず
、
黄
白

の
差
別
感
は
依
然
残
存

し
加
州

移
民
拒
否

の
如

き
は
日
本
国
民
を
憤
慨

さ
せ
る
に
充
分
な
も

の
で
あ

る
」
。
(
6
3
)

こ

の
言
説
は

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成

の
分
析
に
特
徴
的
な
示
唆

を
与
え

る
。

一

方

で

「
人
種

平
等
案
を
主
張
す

る
日
本
」
と

「
そ
れ
を
承
認
せ
ざ

る
列
国
」
と

い
う
境
界
が
引
か
れ
、
他
方

で
は
そ

の
差
異
が
黄
/
白

の
差

別
感
を
助
長
し
た

と

い
う
構

造
で
あ

る
。
繰
り
返
し

に
な
る
が
、
普

遍
性
/
特
殊
性

の
フ
レ
ー
ム

で
こ
れ
を
読
解
す

る
と

「
人
種
平
等
」
と

い
う
普

遍
性

に
よ

っ
て
そ
れ
を

「
擁

護
す
る
日
本
/
受
け
入
れ
な

い
列
国
」
と

い
う
境

界
が
表
象

さ
れ
、

つ
い
で
そ

の
普
遍
性
自
体

が
黄
/
白
と

い
う
特
殊
言
説
を
形
成

し
て

い
る
。

こ
の
普
遍
性

か
ら
特
殊
性

へ
の
言言
説

の
読
み
替
え
は
排
日
移
民
法
以
後

の
政
治
言
説

に
共
通

す

る
事
項

で
あ

る
が
、
以
下
言
説
形
成

・
政
策

調
整

・
イ

デ
オ
ロ
ギ

ー
形
成

の

各
点

か
ら

ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
を
検
証
す

る
。

言
説
形
成

排

日
移
民
法

が
日
本

の
欧

米
路
線

か
ら

ア
ジ

ア
主

義

へ
の
転
回

の
萌

芽

で

あ

る
と

い
う
議
論
は
多
く

の
歴
史
研
究

に
よ

っ
て
示
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
を
(
6
4
)

「
境
界

の
政
治
学
」

の
フ
レ
ー

ム
で
読
解
す

る
な
ら
ば
排
日
移
民
法

以
前

の
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ

ム

(例
え

ば

「
脱
亜
論
」
や

「文
明

の
尺
度
」
)
の
文
明
/
野
蛮

の
境
界
設
定
は
、
移
民
法
以
後

の
オ
キ
シ
デ
ン
タ
リ
ズ

ム

(例
え
ば

ア
ジ
ア
主

義
)

の
東
洋
/
西
洋

の
境
界
設
定

に
修
正
さ
れ
た
事

に
な
る
。
そ
れ
は
西
洋
的

世
界

に
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
に
対
す

る
反
動
的
な
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
で
あ

る
。
(
6
5
)

以

下
、
普
遍
言
説
を
追

い
な
が
ら

(な

る
べ
く
先
行
研
究

の
議
論
と

の
反
復
を
避

け
な
が
ら
)
こ

の
時
期

の
言
説
形
成
を
検
証
し

て
い
く
。

ア
メ
リ
カ
で

の
法
案

通
過

に
前
後
し

て

「
国
民
的
挑
戦
」
、
(
6
6
)

「有
色
人
種

へ
の

挑
戦
」
、
(
6
7
)

と

い

っ
た
言
説

が
新

聞
紙
面

に
並
び
東
京
を
拠
点
と

す
る

一
四

の
新

聞
社
は

「
排
日
移
民
法

の
成
立

は
、
そ

の
内
容
に
お

い
て
人
道

に
背
き
、
正
義

に
反
す
る

の
み
な
ら
ず

(中
略
)

日
米
両
国

の
伝

統
的
親
誼
を
も
無
視
し
た

る

暴
挙

で
あ
る
」
(
6
8
)

と
論

じ
て

い
る
。
ま
た
全
国
各

地
で
反
米

運
動

・
米
国
製
品

の

不
買
運
動
が
巻
き
起

こ

っ
た
。
(
6
9
)

一
連

の
言言
説
形
成

が

「
日
本

へ
の
挑
戦
」

で
は

な
く

「
有
色

人
種

(或

い
は
正
義

・
人
道
)

へ
の
挑
戦
」
を
強
調

し
た

こ
と

に

は
、
日
/
米

の
政
策
交
渉
を
黄
/
白
、
正
義
/
不
正
義
と

い
っ
た

「
広
義

の
外

交
」
的
課
題
に
ま

で
昇
華
さ

せ
ナ
シ
ョ
ナ

ル

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
象
す

る
役
割
が
あ

っ
た
。

大
阪
商

工
会
議
所

会
頭

の
稲
葉
勝
太

郎
は

「
元

来

口

ニ
正
義
人
道

ヲ
高

唱

シ
、
特

ニ
支

那
問
題

マ
デ
機
会
均
等
門
戸
開
放
主
義

ヲ
主
張

ス
ル
米
国
ガ
最

モ

不
公
平

ニ
シ
テ
且
最

モ
不
合
理
ナ

ル
今
回
ノ
排
日
案

ヲ
通
過

シ
タ
ル

ハ
実

ニ
言

語
道

断
」
(
7
0
)

と
非
難
し
、
神
戸
市

の
神
東
料
理
屋
業
組
合
等

の
四
団
体
が
な
し
た

宣
言
文

に
は
、
米
国

の
排
日
移
民
法
は

「
常

ニ
彼
等

ノ
唱
導

ス
ル
正
義
人
道

ノ

主
義

ニ
悖

ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
」
(
7
1
)

と

い
う
文
脈
か
ら
決
議
文

が
始
ま

っ
て
い
る
。
ま

た

一
連

の
神

戸
市

に
お
け
る
米
貨
排
斥
に
は
日
本

の
精
神
主
義
を
強
調
し
大

ア

ジ
ア
主
義
=

王
道
支
配

へ
と

言
説
構
造
を
転
換
す

る
意
味

が
含

ま
れ

て
い
た
。
(
7
2
)

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
象
す
る
た
め
に
は
排
除

・
脅
威

の
対
象
が
必
要
不
可

欠

で
あ

る
。

つ
ま
り
単

に
黄
/
白

の
違

い
を
強
調
す

る
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
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が

「脅
威

」
で
あ
る
事

が
表
象

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
正
義
人
道
と

い

っ
た
普

遍
言
説
は
排

日
移
民
法
が
日
本

に
と

っ
て

(ま

た
有

色
人
種
全
体

に
と

っ
て
)

脅
威
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す

る
役
割
を
担

っ
て
い
た
。
ま
た
排
日
移
民
法
が
単

に

「
排
日
」
に
留
ま
ら
ず

「排

亜
」

で
あ

る
と

い
う
言
説
は
後

の
ア
ジ

ア
主
義

言
説

の
台
頭
に
強
力
に
結
び

つ
い
て

い
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら

の
言
説

の
特
徴

は
正
義
人
道
と

い

っ
た
普
遍
概
念
が
排
日

移
民
法

の
特
定

の
文
脈

の
中
で
読
み
込
ま

れ
、
か

つ

(米
国

の
)
不
公
平
と
不

合
理
を
前
提
と
し

て
構
成
さ
れ
て

い
る
こ
と

で
あ

る
。
後

に
詳
解
す
る
が
、
こ

れ
ら

の
言
説
が
問
題
と
し

て
い
た
人
種
差
別

は
東
洋
人

に
対
す

る
差
別
待
遇

で

は
な
く
、
日
本
が
東
洋
人
と
し

て
差

別
さ
れ
る
こ
と

に
あ

っ
た
―

つ
ま
り
国

家

の
威
信

の
問
題

で
あ
る
。
そ
れ
ら

の
特
定

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
を
形
成
す
る

為

に
正
義
人
道
と

い

っ
た
普
遍
概
念

(そ
れ
は
厳
密
な
意
味

に
お

い
て
は
普
遍

で
は
な

い
の
だ
が
)
を
啓
蒙
し

て
い
た

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
正
義
人
道
は
今
日

的
な
意
味
合

い

(例
え
ば
人
種
差
別

の
撤
廃
)
で
は
な
く
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム

・

ア
ジ
ア
主
義

の
啓
蒙

に
対
し

て
有
意
で
あ

っ
た
に
過
ぎ
な

い
。

こ
の
時
期

の
知
識
人
言
説
は
よ
り
直
接
的
に
人
種
平
等

・
正
義
人
道

の
言
説

を
用

い
て
排

日
移
民
法

の
脅
威
を
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム

・
ア
ジ

ア
主
義

へ
と
節
合

し
て

い
る
。

そ
れ
は
正
義
/
不
正
義
と

い
う
境
界
性

に
根
ざ
す

ア
イ

デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
政
治

で
あ

る
。
排
日
移

民
法
が
成
立
し
た
日
、
徳
富
蘇
峰
は

「七
月

一
日
、

日
本

の
外
交
政
策

が
東

よ
り
西

へ
大
弧
線
を
書
く
日
、
米
国
と
手
を
切

っ
て
ア

ジ

ア
の
兄
弟
と
手
を
握

る
日
」
と
強
調
し

て
い
る
。
(
7
3
)

排

日
移
民

の
排
斥
と

い
う

自

ら

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機

に
直
面
し
、
西
洋

国
際

シ
ス
テ
ム
の
中

の

日
本
で
は
な
く

「
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
」
を
模
索
す

る
言
説
が
支
配
的
と
な
る
。
(
7
4
)

排

日
移
民
法

の
成
立

に
際
し

て
、
東
京
帝
大

の
美
濃
部
達
吉

は

「
日
本
国
民
に

対
す

る
侮
辱

の
感
情

が
其

の
根
底
を
為
し

て
居
る
」
(
7
5
)

と
非
難

し
、
慶
応
義
塾
塾

長

・
国
際
連
盟
協
会
理
事

の
林
毅
陸
は

「
我
隠

忍
に
報

ゆ
る
に
驕
慢
を
以

て
し
、

我
誠
意

に
対
す

る
に
暴
涙
を
以

て
し
、
公

々
然
日
本
国
民

の
自
尊
心
を
蹂
躙
す

る

の
大
非
違
を
敢

て
し
て
憚
ら
ざ
る
は
、
吾
人
実
に
公
憤
抑
え
難
き
も

の
な
き

を
得

な

い
」
(
7
6
)

と
怒
り
を
あ
ら
わ

に
し
た
。
ま
た
ア
ジ
ア
主
義
者

の
楢
崎
観

一
は

「
そ

の
僚
国
か
ら
公
然

人
種

差
別
的
待
遇
を
受
け

る
と

い
う

こ
と
は
、
こ
れ
が

国
辱
で
な
く

て
な
ん

で
あ
ろ
う

か
」
(
7
7
)

と
論
じ
、
徳
富
蘇
峰
は

「
元
来
七
十
年
前
、

軍
艦

と
大
砲
と
を
齎

し
て
我

に
開
国
を
強
ひ
た
る
米
国
が
、
今
更
ら
我
が
日
本

移
民
に
向

て
、
殆

ん
ど
絶
対
的
鎖
国
を
励
行
せ
ん
と
す
る
が
如
き
は
正
義
公
道

の
観
念

に
反
す

る
」
(
7
8
)

と

ア
メ
リ
カ

の
二
重
性
を
厳
し
く
批
判

し
た
。

「隠

忍
」

「誠
意
」

「公
」
と

い

っ
た
概
念
は

「
正
義

人
道
」
と
同
様

に
普
遍

主
義

を
介

し
て
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
調

で
あ

る
。
即
ち

普
遍
概
念
を
挿
入
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
東
洋
/
西
洋

の
差
異

は

「人
道
的
な
東

洋
/
非
人
道
的

な
西
洋
」

の
敵
対
化

の
文
脈
に
拡
大
し
、
西
洋

の
脅
威
が
表
象

さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
言
説
形
成
を
俯
瞰
し
た
場
合
、
排
日
移
民
法

は

「人
種
差
別
」
と

い
う

西
洋
国
際

シ
ス
テ
ム
の
持

つ

「
二
面
性
」
(
7
9
)

を
暴
露
し
た
事

に
な
る
。
「東
洋

に
位
置
す
る
日
本

は
、

い
く
ら
西
洋
を
ま
ね

て
み
た
と
こ
ろ
で
、
膚

の
色
を
変

え
な

い
限
り

は
、
西
洋
文
明

の
特
別
会
員
に
は
な
れ
て
も

、
正
式
会
員

に
は
な

れ
な

い
こ
と
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
た
」
。
(
8
0
)

こ
れ
を
言
説
論
的

に
読
解

す
る
と
排

日

移
民
法
に
よ

っ
て
正
義
/
不
正
義
と

い
う
境
界
が
表
象

さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
不

正
義

な
西
洋

型
国
際

シ
ス
テ
ム
は
日
本

の
自
生
に
と

っ
て
脅
威

で
あ
り
、

ア
ジ
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ア

へ
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
模
索
す

る
東
洋
/
西
洋
と

い
う

境
界
線

が
形
成

さ
れ
る
。
換

言
す
れ
ば
排
日
移
民
法
等

の
事

例
に
よ

っ
て
米
国

の

「
二
重
性
」

「
不
正
義
」

(あ
く
ま
で
も

日
本
側

か
ら
の
表
象
だ
が
)
が
暴
露
さ
れ
な
け
れ
ば

そ
れ
ま

で
の
よ
う
に
文
明
の
尺
度

に
よ
る
欧
米

モ
デ
ル
が
存

続
し
え

た
か
も

し

れ
ず
、
東
洋
/
西
洋
と

い
う

二
項
対
立
が
発
生
す

る
た
め
に
は

(脅
威
と

な
る

ほ
ど

の
)
「
西
洋

の
不
正
義
」
が
表
象

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ

の
意
味

で
ナ
シ
ョ
ナ

ル

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成

に
は
普
遍
概
念

の
表
象
過
程

が

重
要
な

フ

ェ
ー
ズ

を
担

っ
て

い
た
と

い
え

る
。

欧
米

の
植
民
地
支
配
に
対
す

る
拒
絶
と
し

て
の
ア
ジ

ア
主
義

は
、
現
実

の
利

害
関
係
を
超
え

て

(或

い
は
無
視
し

て
)
、
打
算
を
超
え

た

「義
」

の
使
命
感
を

駆
り
立

て
た
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴

が
あ

る
。
(
8
1
)

即
ち
排
日
移
民
法

に
よ

っ
て

「欧

米
」
は
外
部
と
し
て
表
象

さ
れ
、

ア
ジ

ア
の
内
な
る
連
帯
が
強
調
さ
れ
る
。
移

民
法
成
立
以
後

の
数
多
く

の
反
欧
米

(多
く
は
反
米
)
言
説
に
表

れ
て
い
る
の

は
日
本
人
と
し
て
の
自

ら
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
揺
さ
ぶ
る
ア
メ
リ
カ
の
人

種
差
別
待
遇
と

い
う

図
式

で
あ
り
、

こ
れ
は
徳
富
蘇
峰

の
言
説

に
強
く
表
わ
れ

る
が
欧
米
か

ア
ジ
ア
か
と

い
う

二
者
択

一
を
迫

っ
て
い
た
。

言
説
と
政
策
調
整

上
述

の
よ
う

な
民
間
言
説

に
対
し

て
政
府
は
ど

の
よ
う

な
政
策
的
対
応
を
は

か

っ
た

の
か
。

基
本
的
に
は
反
米
政
策

の
よ
う
な
強
攻
策
に
出
る
こ
と
な
く
冷
静
な
対
応
を

続
け

て

い
る
が
、
そ

の
政
策
言
説

に
お

い
て
も

正
義
人
道

の
概
念

が
占

め
る

ウ

ェ
イ
ト
は
大
き

い
。
正
義

・
人
道
と

い
う
言
説
戦
略

は
排

日
移
民
法

に
先
立

つ

一
九

一
三
年

の
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
土
地
法

の
日
本
政
府

の
抗
議
姿
勢

に
も

現
れ

て
い
る
。
即
ち

抗
議

ノ
形
式

ヲ
以
テ
シ
条
約

ヲ
楯

ニ
議
論

ヲ
闘

ハ
ス
ハ
決
シ

テ
策
ノ
得

タ

ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
ク
、
寧

ロ
正
義
ト
公
道

ヲ
楯
ト
シ
、
併

テ
両
国
条

約

ノ

一
般
主
義

ガ
決

シ
テ
区
別
的
待
遇

ヲ
容
レ
ザ

ル
コ
ト

(後
略
)
(
8
2
)

ま
た
五
月
二
八
日
の
米

国

へ
抗
議
を
す
る
閣
議
決
定
を
行
う

。
そ
し
て
そ
の

骨
子
も凡

ソ
国
際
間
ノ
差

別
待
遇

カ
其
形
式
又

ハ
事
項
ノ
如
何

ヲ
問

ハ
ス
仮
令
純

然
タ

ル
経
済
上
ノ
理
由

ニ
基

ツ
ク
場
合

ニ
於

テ
モ
正
義

公
平
ノ
原
則

ニ
背

反

ス
ル
コ
ト

ハ
敢

テ
言
説

ヲ
要

セ
ス
思

フ
ニ
正
義
公
平
ノ
列
国
親
交

ノ
根

底
ナ
リ
(
8
3
)

こ
の
時
点
で

の
政
策
言
説
は
正
義
人
道
を
軸
に
正
義
/
不
正
義

の
境
界
を
表

象
す
る
と

い
う

よ
り
は
、
正
義
人
道
と

い
う

ス
ロ
ー
ガ

ン
を

掲
げ

て
有
利

に
外

交
交
渉
を
進
め
よ
う
と

い
う
意
図
が
あ
り
、
そ
れ
は
あ
く
ま

で
も

「狭
義

の
外

交
」

(政
府
間
交
渉

)
的

課
題
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
次

第
に
交
渉
課
題

と
し

て
の

「
正
義

・
人
道
」
が
結
果
的

に

「
広
義

の
外
交
」

的
な

ニ
ュ
ア
ン
ス

を
帯
び
て
く
る
。
日
本
政
府

の
対
米
抗
議
は
こ

の
流
れ
で
進

め
ら
れ
る
。
具
体

的
に
は

「該

土
地
法

カ
其
本
質

ニ
於

テ
不
當
且
差
別
的

ニ
シ
テ
正
義
公
道

ノ
大

本

ニ
悖
戻

ス
ル
」
(
8
4
)

「
修
好
親
善

ノ
精
神
及
本
義
ト
背

馳

ス
ル
」
(
8
5
)

等

と
正
義
/
不

正
義

の
境
界
の
分
節
化
を
図

る
政
策
言
説
が
台
頭
す
る
。
以

下
三
回
の
対
米
抗

議
は
正
義

人
道
/
人
種
差
別

の
表
象
が
現
れ
て

い
る
。

「
其
本
質

ニ
於
イ

テ
不
當

且
差

別
的

ニ
シ
テ
我
邦
人

ノ
排
斥

ヲ
主
眼
ト

ス

ル

モ

ノ
」
(
8
6
)
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「
修
好
親
善
ノ
精
神

及
本
義

ニ
背
反

ス
ル
」
(
8
7
)

「不
公
平

ニ
シ
テ
且
故
意

ニ
人
種
的
差
別

ヲ
設

ク
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
(
8
8
)

「親
善

関
係
ノ
根
本
義
タ

ル

ヘ
キ
公
正

ニ
シ
テ
均
等
ナ

ル
相
互
待
遇

ノ
原

則

ニ
悖

ル
」
(
8
9
)

「
正
義

公
道

ニ
反

シ
日
米
条
約

ノ
明

文
及
精
神

ニ
悖

リ
且
國
際

間

ニ
認
メ

ラ
レ
タ
ル
修
好

善
隣

ノ
通
義

通
則
ト
相
容

レ
サ
ル
」
(
9
0
)

こ
う

し
た
言
説

の

「
広
義

の
外
交
」
(
ナ
シ
ョ
ナ

ル

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

表
象
)
的

ニ
ュ
ア
ン
ス
は
排
日
移
民
法
以
後
さ
ら
に
顕
在
化
す

る
。
例
え
ば
シ

ア
ト

ル
総
領
事

の
大
橋
忠

一
は
外
相

へ
の
書
簡

の
中
で

「此
際
吾
民
族

ハ

『
ア

ン
グ

ロ
サ
ク

ソ
ン
』

ノ
尻
馬

ニ
乗

リ
テ
其

ノ
糟
粕

ヲ
嘗

ム
ル
態
度

ヲ
棄

テ
男

ラ

シ
ク
亜
細
亜
民
族

ノ
解
放
者

タ
ル
自
覚

ヲ
起
シ
誠
心
誠
意
人
道

ノ
立
場

ヨ
リ
奮

闘
努
力

ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
存
候
」
(
9
1
)

と
述

べ
て
い
る
。
こ

の
文
脈

で

「人
道
」
と

い

う
外
交
交
渉

の
課
題
は

「
ア
ジ
ア
の
解
放
」
を
模
索
す
る
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
課
題

へ
と
拡
大

し
て
い
る
。

つ
ま
り
人
道
/
非

人
道
と

い
う

普
遍
言
説
が

ア
ジ

ア
/
ア
ン
グ

ロ

・
サ

ク
ソ
ン
と

い
う
特
殊
言
説

へ
と
読

み
替

え
ら
れ
、
そ
れ
が
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
て

い
る
の
で

あ

る
。

更

に
政
策
的
応
答
と
し
て
第

一
次
大
戦
後

の
ベ
ル
サ
イ

ユ
会
議
で
日
本
は
人

種
平
等
案
を
用
意
し

て
い
る
。
全
会

一
致

の
賛
成
を
得
な
か

っ
た
た
め
に
不
成

立
と

な

っ
た
が
日
本
側

の
提
出
し
た
人
種
平
等
条
項
は
甲
案
が

各
国
民
均
等

ノ
主
義

ハ
国
際
聯
盟

ノ
基
本
的
綱
領

ナ
ル

ニ
依
リ
、
締
約

国

ハ
其
領
域
内

ニ
在

ル
外
国
人

ニ
賦
与

ス
ヘ
キ
待
遇

及
権
利

ニ
関

シ
テ
法
律

上
竝
事
実
上
何
人

ニ
対
シ

テ
モ
人
種
或

ハ
国
籍
如
何

ニ
依

リ
差
別

ヲ
設
ケ

サ

ル

コ
ト

ヲ
約

ス
(
9
2
)

そ
し

て
乙
案
は

「
締
約
国

ハ
各
自
其
領
域

ニ
於
ル
外

国
人

ニ
対

シ
法
律
上
竝

事
実
上
正
当
権
力
内

ニ
於

テ
為

シ
得

ル
限
リ
均
等

ノ
待
遇

及
権

利
ヲ
与

へ
」
(
9
3
)

と

修
正

し
た
も

の
だ

っ
た
。
言
う
ま

で
も
な
く

「
均
等

」
を
求

め
る
政
策
案

の
背

後

に
は

「不
均
等
」
な
世
界
認
識
が
潜
ん
で

い
る
。
こ
れ
は
政
府
外
交
調
査
会

で

の

「
国
際

間

ニ
於

ケ
ル
人
種
的
偏

見

ノ
猶

ホ
未
タ
全
然

除
去

セ
ラ
レ
サ

ル

現
状
」
(
9
4
)

や

「国
際
聯
盟

ニ
対

シ
帝
国

ニ
於

テ
明
白
公
正
ノ
態
度

…
人
種
宗
教
国

力
ノ
別

ニ
ヨ
ラ
サ
ル
完
全
平
等

ノ
態
度
」
(
9
5
)

、
「
正
大
公
明

ヲ
旨

ト
シ
正
義
人
道

ヲ

重

ン
ス
ル
」
(
9
6
)

か
ら
も
明
ら
か

で
あ

る
。
即
ち
交
渉
カ
ー
ド
と

し
て
正
義
人
道
を

前
面
に
出

す

一
方

で
そ
れ
が
他
方

で
は
ナ

シ
ョ
ナ

ル

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

本
質
主
義

化

(即
ち
東
洋
/
西
洋

の
表
象
)

の
機
能
を
果
た
し
、
人
種
平
等
と

い
う

原
則

の
下
で
ア
ジ
ア
主
義
及
び

日
中
提
携
論
に
あ
る

一
定

の
根
拠

が
与
え

ら
れ
て

い
る

の
で
あ

る
。
(
9
7
)

ま
た

ワ
シ

ン
ト

ン
会
議

で
日
本

は
、
欧
米
側

の
反
発
を
恐
れ
て
移

民
問
題
の

提
起
を
見
合
わ

せ
、
(
9
8
)

人
種

の
問
題
よ
り
も
大
陸

へ
の
国
益
を

重
視
し

て
い
る
。

太
平
洋

の
門
戸
開
放
及
び
移
民

問
題

は

「
正
義
人
道

ノ
観
念

ニ
合
致

ス
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
今

回

ノ
会

議

ニ
於

テ
帝

国

ノ
地
歩

ヲ
擁
護

シ
其

ノ
主
張

ヲ
徹
底

セ
シ

ム
ベ
キ
有
力
ナ

ル
利
器
ナ
リ
ト
雖

、

一
面
之

ヲ
以

テ
中
国
及
西
比
利
亜
問
題
ノ

討
議

ヲ
牽
制

ス
ル
ノ
意

ヲ
モ
寓

ス
ル
」
(
9
9
)

の
で
あ

る
。

こ
の
事

は
、
移
民
問
題
と

い
う

「
狭
義

の
外
交
」
が
正
義

人
道

や
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と

い

っ
た

「
広
義

の
外
交
」
と
密
接

に
結
び

つ
い
て
い
た
と
同
時
に
、
そ
う
し
た
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普
遍
概
念
を
介

し
た

「
広
義

の
外
交
」
が
国
益

の
伸
長
と

い

っ
た

「
狭
義

の
外

交
」

に
も
結
び

つ
き
、
相
互
に
補
完
し
合
う

二
面
性
を
有
し

て
い
た
こ
と
を
示

唆

し
て

い
る
。

移

民
問
題
と

イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
形
成

以
上

で
排

日
移
民
法

の
状
況
下
で
の
言
説
構
成
と
政
策
調
整
と

の
相
関
を
検

証
し

て
き

た
が
、
最
後

に
そ
こ
か

ら
形
成
さ

れ
た
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ア
イ

デ

ン

テ
ィ
テ
ィ
の
二
重
性
を
検
討
す
る
。
排

日
移
民
法

の
文
脈
が
問
題
化
す
る

の
は

日
本

が
そ
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
中
に

三
方

で
欧
米
を

モ
デ
ル
と
し
て
ア
ジ

ア
を
蔑
視
す

る
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ

ム
の
姿
勢
を
堅
持
し
な
が
ら
、
欧
米

の
脅
威

を
感

じ
ア
ジ

ア
解
放

の
思
想
と

い
っ
た
ポ
ス
ト
西
洋
世
界
を
志
向
す
る
オ
キ
シ

デ
ン
タ
リ
ズ

ム
の
方
向
性
も
有
し
て

い
た
か
ら

で
あ
る
。
(
1
0
0
)

「
日
本
外
交
を

つ
ら
ぬ
く
普
遍
的
な
概
念
と

い
え
ば
、
わ
ず
か
に

『東
と
西
』

の
思
想
だ
け
だ
」
(
1
0
1
)

や

「
"西
側
の

一
員
"
を
強
調
し
な
が
ら
も
、
同
時

に

"
ア
ジ

ア
の
国
"

で
あ
る
こ
と
を
も

強
調
す

る
こ
と
が
、
日
本
外
交

の
基
軸
と
な

っ
て

い
る
。
こ

の

"東

と
西

の
間
"
に
位
置
す

る
日
本

の
特
殊

性
を
無
視
し

て
は

、

過
去

の
、
現
在

の
、
そ
し
て
未
来

の
日
本

の
外
交
を
語
れ
な

い
こ
と
は
、
明
白

で
あ

る
」
(
1
0
2
)

と
論
ぜ
ら
れ
る
よ
う

に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
課
題
と
し
て
の
東
と

西
の
境
界
性

の
課
題
は
日
本
外
交

に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
き
た
。
し
か
し
そ

れ
は

「
東
か
西
か
」
と

い
っ
た
単
純

な
二
項
対
立

で
は
な
く
東
と
西
に
根
ざ

し

た
二
重
性

で
あ
る
。

排

日
移
民
法

に
お

い
て
は
、

フ
ラ

ッ
ト
な
意
味

で
の
人
種
差
別
が
問
題
だ

っ

た
の
で
は
な
く
、
日
本
人
移

民
が
欧
米
諸
国
と
同
等

の
扱

い
で
は
な
く
他

の
東

洋
人
と
同
等
に
扱
わ
れ
る
こ
と

が
人
種
差
別
だ

っ
た

の
で
あ
る
。
(
1
0
3
)

し
か
も

同
時

に
日
本
も
中
国
系
移
民
を
排
斥
し
て

い
た
の
で
、
(
1
0
4
)

人
種

に
よ
る
移
民
制
限
は
本

質

的
な
意
味

は
持
ち
え
ず

、
二
重
性

の

コ
ン
テ
ク
ス
ト

の
下
で

の
み
意
味

を

持

つ
。

こ
の
言
説
構
造
は

「白

人
帝
国
主
義
/
有
色
人
種
」
と

い
う
問
題
に
還
元
さ

れ
、

日
本

の
大
陸
進
出
を
正
当
化

す
る
役

目
を
果
た

し
た
。
(
1
0
5
)

例
え
ば
徳
富
蘇
峰

の
ア
ジ

ア
主
義
言
説
に
は
平
等

な
国
家
連
合

で
は
な
く
、
日
本
を
頂
点
と
し
た

ア
ジ

ア
人

の
結
集
と
し
て

の
要
素

が
強
か

っ
た
。
(
1
0
6
)

日
本

の
言言
説
は

「
排
日
」

の

問
題
を
巧
み

に

「
排
亜
」

の
問
題
に
読

み
替
え

て
、
地
域

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ

の
再
結
集
を
図
ろ
う
と
し
た
わ
け
だ

が
、
こ
う

し
た
地
域

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ

の
議
論
に
対
し
て
の
ア
ジ

ア

・
サ
イ
ド

の
受
容

は
必
ず
し
も

一
貫

し
て
い
な

い
。

「
米
国

ノ
排

日
的
行

為

ハ
正
義
人
道

ニ
反

ス
ト
ナ

シ
日
本

ノ
為

メ
同
情

ヲ

有

ス
ル
モ
ノ
ノ
如

ク
ナ
ル
モ

一
部
排

日
紙
又

ハ
日
本

ニ
好
意

ヲ
有
セ
サ
ル

向

ニ
於

テ
ハ
之
レ

ニ
ヨ
リ

一
種
侮
蔑
的
感
想

ヲ
有

ス
ル
モ
ノ
有
リ
」
(
1
0
7
)

ま
た
、

一
部

の
メ
デ
ィ
ア
は
、
排

日
=
排
亜

の
問
題

に
潜
む
恣
意
性
を
敏
感

に
嗅
ぎ
分
け
以
下

の
よ
う

に
も
述

べ
て

い
る
。

「
日
本
人

ハ
排

亜
問
題
ナ
リ
ト
高
唱

ス
ル

モ
全
亜
細
亜
人

ノ
日
本
援
助

ヲ

希
望

ス
ル
モ
ノ

ニ
非
ズ
専

ラ
我

国
人

ヲ
シ
テ
日
本

ノ
為

メ
ニ
利
用
セ

ン
コ

ト

ヲ
望

ム
ニ
過
キ
ザ

ル
ナ
リ
」
(
1
0
8
)

つ
ま
り

一
方
で
欧
米
と
並
び
う

る
国
家
主
権
を
主
張
し
た
日
本
が
実
は

ア
ジ

ア
人
と
同
等

の
待

遇
を
受

け
た
こ
と

は

「欧
米
か
ら

の
拒
絶
」

で
あ
り
、
他
方

で
そ
の
反
動
と

し
て

ア
ジ

ア

ヘ
ア
イ

デ

ン
テ
ィ
テ
ィ

の
源
泉
を

求
め

る
が
そ

こ
に
は
日
本
が
盟
主

と
し

て

の
国
家
連
合

と

い

っ
た
不
確
実

性

が
含
ま

れ
て

い
た
。
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結

び

本

稿

で
は
行

動
科
学
以

後

の
動
向

を
見
据
え

な
が
ら
、

日
本

外
交
史
と

ナ

シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
相
関
を
排

日
移
民
法
を
事
例
と
し

て
検
証

し
た
。
従
来

の
日
本

の
国
際
関
係
論

の
文
脈

で
は
理
論
と
歴
史
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
分
析
は
切
り
離
さ
れ
て

い
た
。
本
稿

で
は
三

つ
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
分
析

(構
築
主
義

・
ポ
ス
ト
構
造
主
義

・
歴
史
研
究
)
を
体
系

的

に
捉
え

な
が
ら
、
主
と

し
て
歴
史

研
究
か
ら
提

示
さ
れ

て

い
る

ア
イ

デ

ン

テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
史
を
言
説
分
析

の
視
座

か
ら
再
読
解
を
試
み
た
。
具
体
的
に

は

「正
義

・
人
道
」
と

い

っ
た
普

遍
言
説

が
排

日
移
民
法

の
文
脈

の
中
で
ど

の

よ
う

に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
と

い

っ
た
特
殊
言
説
を
形
成
し
た

の
か
を
、
表
象

さ

れ
た
境
界
を
手
掛
か
り
と
し

て
考

察
し
た
。
こ
の
よ
う

に
言
説
分
析
か
ら
日
本

外
交
史
を
読

み
直
し
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
イ
の
形
成
論
理
を
再
検

討
す

る
と

い
う
手
法
は
、
従
来

の
国
際
関
係
論

が
見
落
と
し

て
き
た
価
値
要
因

や
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
探
求
に
止
ま

ら
ず

、
隔
離
さ
れ
が
ち

で
あ

っ
た
歴
史

要
因
と
理
論
考
察

の
融
合

・
補
完

と

い
う
意
味
合

い
に
お

い
て
も

一
定

の
役
割

を
担

い
得

る
も

の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

(
1
)

細
谷
千
博

「総
説
」
細
谷
千
博
編

『国
際
政
治
―
戦
後
日
本
の
国
際
政
治

学
』
第
六

一
号
六
二
号

一
九
七
九
年

頁
。

(
2
)

第
三
論
争
と
は
存
在
論
・認
識
論
・方
法
論
の
各
射
程
か
ら
実
証
主
義

・行
動

科
学
を
再
検
討
す
る
作
業
で
あ
る
。
以
下
を
参
照
。

南

山
淳

「国
際
関
係
理
論
の
認
識
論
的
転
回

(
一
)
(二
)」
『筑
波
法
政
』
第
三
〇

号
三

一
号
、
二
〇
〇

一
年
。

(3
)

一
九

八
〇
年

代
以
降

の

「
ネ

オ

・
リ

ア
リ
ズ

ム
統
合

」
に

つ
い
て
は
紙
面
の
都
合
で
詳
細
に
吟
味
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
そ
の
特
徴
は
、
実
証
主
義

の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
下
で
の
物
質
主
義
と
シ
ス

テ
ム
理
論

の
隆
盛
で
あ
る
。
物
質
主
義
は
国
家
の
物
質
的
能
力

(軍
事
力
や
経

済
力
)
を

「力

の
源
泉
」
と
解
釈
す
る
た
め
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
思
想

・
文
化

と

い
っ
た
非
物
質
的
要
因
は
無
視
も
し
く
は
軽
視
さ
れ
る
。
ま
た
シ
ス
テ
ム
理

論

の
文
脈
に
お
い
て
、
国
家
は
単

一
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
扱
わ
れ
、
国
家
内
部

の
内
的
要
因
は
捨
象
さ
れ
、
国
家
間
関
係
と

い
う
シ
ス
テ
ム
構
造
が
国
家

の
行

動
様
式
を
決
定
す
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
更
に
上
記
二
つ
の
学
術
文
化

の
下
で
国

際
政
治
学

の

「
科
学
化
」
が
推
し
進
め
ら
れ
、
そ
の
過
程

で

「
歴
史
」
的
ア
プ

ロ
ー
チ
は
科
学
的
で
な
い
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
排
除
さ
れ
て
き
た
。
言
う
ま
で

も
な
く
ネ
オ

・
リ
ア
リ
ズ

ム
の
国
際
関
係
理
論
は

一
切

の
歴
史
性
を
無
視
し

て
、
無
秩
序
な
国
際

シ
ス
テ
ム

の
な
か
で
合
理
的
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
国
家
の
行
動
を
ど
の
よ
う
に
説
明
し
う
る

か
と

い
う

「極
端

に
狭
い
範
囲
」
で
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。

(
4
)

一
九
八
〇
年
代
の
日
本

の
国
際
政
治
理
論

の
動
向
に
つ
い
て
は
、
田
中
明

彦

「国
際
政
治
理
論

の
再
構
築
」
『国
際
政
治
』
第

一
二
四
号
、
二
〇
〇
〇
年

参
照
。
田
中
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
日
本

の
学
会

に
は

「
ウ
ォ
ル
ツ
を
無
視
し
た

人
と
誤
読
し
た
人
し
か
い
な
か

っ
た
」

(脚
注

一
九
)
。

(
5
)

田
中

前
掲
論
文
。
日
本
と
欧
米
に
お
け
る
学
問
的
流
行

の
温
度
差
は

「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。
例
え
ば

言
九
九
〇
年

代
以

降
、

等

に
お

い
て

「第
三
論
争
」

(も

し
く
は

そ
の
周
辺
領
域
)
に
つ
い
て
の
特
集
が
精
力
的

に
組
ま
れ
て
き
た
が
、
日
本
で

「
第
三
論
争
」
を
真

っ
向
か
ら
扱

っ
た
論
稿
は
殆
ど
存
在
し
な
い
。
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(
6
)

日
本
の
国
際
関
係
論

の
発
展
過
程
に

つ
い
て
は
、
『日
本
国
際
政
治
学
会

の
半
世
紀
』
日
本
国
際
政
治
学
会
編

二
〇
〇
三
年
、
大
芝
亮

「国
際
関
係

に

お
け
る
歴
史
的
要
因
を
理
論
研
究
か
ら
」

参
照
。

(
7
)

細
谷

前
掲

頁
参
照
。
例
え
ば
、
ド
イ
チ

ュ
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

理
論
を
応
用
し
た
関
寛
治

の
研
究
、
ス
ナ
ィ
ダ
―
の
対
外
政
策
決
定
過
程
を
導

入
し
た
諸
論
稿
、
ま
た
ア
リ
ソ
ン

・
モ
デ
ル
の
う
ち

「官
僚
政
治
モ
デ
ル
」
に

着
目
し
た
麻
田
貞
雄

の
研
究
等
。
以
下
を
参
照
。
関
寛
治

「
一
九

一
七
年

ハ
ル

ビ
ン
革
命
」
『国
際
政
治
』
第
六
号

一
九
五
八
年
、
小
林
幸
男

「
日
本

・
対

ソ
外

交
政
策
決
定
過
程
論
序
説
」
『近
大
法
学
』
第
八
巻
第
三
号
第
四
号

一
九
六
〇

年
、
緒
方
貞
子

『満
州
事
変
と
政
策
の
形
成
過
程
』
原
書
房

一
九
六
六
年
、
細

谷
千
博

『
ロ
シ
ア
革
命
と
日
本
』
原
書
房

一
九
七

一
年
等
、
麻
田
貞
雄

「
ワ
シ

ン
ト
ン
会
議
を
め
ぐ
る
日
米

の
政
策
決
定
過
程
の
比
較
」
細
谷
千
博

・
綿
貫
譲

治
編

『対
外
政
策
決
定
過
程

の
日
米
比
較
』
東
京
大
学
出
版
会

一
九
七
七
年
。

(
8
)

臼
井
勝
美

「歴
史
研
究
―

総
論
」
細
谷
千
博
編

『国
際
政
治
―

戦
後

日
本

の
国
際
政
治
学
』
三
頁
。

(
9
)

「高
度
な
政
治
」
的
視
座
に
立
て
ば
安
全
保
障
が
国
家
に
と

っ
て
の
最
優

先
課
題
と
な
る
。
対
し
て

「
低
度
な
政
治
」
的
視
座

は
、
国
家
と
は
単

一
ユ

ニ
ッ
ト
で
は
な
く
様

々
な
チ
ャ
ン
ネ
ル

(官
僚

・
企
業

・
N
G
O

・
世
論
)
の

集
合
体
で
あ
る
と
捉
え
る
。
故
に
外
交
史
研
究
に
お
い
て

「低
度
の
政
治
」
的

要
因

(国
内
政
治
状
況
や
国
内
ア
ク
タ
ー
)
が
分
析
対
象
と
し
て
持
ち
上
が

っ

て
き
た
こ
と
は
、
外
交
史
研
究
に
お
け
る
存
在
論
的
射
程
が
、
一高
度
な
政
治
」

に
代
表
さ
れ
る
伝
統
的
な
安
全
保
障
研
究
か
ら

一
低
度
な
政
治
」
の
方
向

へ
移

行
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
10
)

犬
塚
孝
明

「
明
治
初
期
外
交
指
導
者
の
対
外
認
識
」

『国
際
政
治
』
第

一

〇
二
号

一
九
九
三
年
、
二
二
頁
。

(
11
)

大
芝
亮
は

「国
際
関
係
に
お
け
る
歴
史
的
要
因
」
を
理
論
研
究
か
ら
取
り

組
む
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
、
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
歴
史
認
識

・

記
憶

の
問
題
は
、
構
成
主
義
理
論
に
興
味
を

い
だ
く
も
の
を
は
じ
め
、
広
く
国

際
関
係
の
理
論
研
究
者
に
と

っ
て
も
興
味
の
尽
き
な
い
テ
ー

マ
で
あ
る
」
と
強

調
し
て
い
る
。
大
芝
、
前
掲
稿
。

(
12
)

入
江
昭
は

「表
面
的
な
事
象
、
た
と
え
ば
条
約
と
か
会
談
に
と
ら
わ
れ
て

い
る
か
ぎ
り
、
外
交
史
ほ
ど
無
味
乾
燥
な
分
野
も
な
く
、
だ
れ
が
い
つ
ど
こ
で

ど
う
言

っ
た
、
と
い
う
事
実

の
ら
れ
つ
に
終
わ

っ
て
し
ま
う
」
と
指
摘
し
、
「あ

る
国
の
指
導
者
や
国
民
が
世
界
情
勢
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ど
の
よ
う
に
そ

れ
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
、
こ
の
と
ら
え
方
と
現
実
と

の
間
に
ど
の
よ

う
な
関
連
が
あ

っ
た
の
か

(中
略
)
こ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
眺
め
る
と
、
そ
の

足
跡
や
現
在
の
情
勢
に

つ
い
て
あ
る
程
度
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ

(視
野
)
を

持

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
思
わ
れ
る
」
と
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
な
外
交
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
提
示
や
認
識

論
争

(例
え
ば
書
評

・
紹
介
の
類
を
越
え
た
学
術
論
争
)
は
低
調
で
あ
る
。
入

江
昭

『日
本
の
外
交
』
中
公
新
書

一
九
六
六
年

一
三
頁
。

(13
)

大
賀
哲

「日
本
外
交
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
―

ア
ジ
ア
太
平
洋
か
ら
東

ア
ジ
ア

へ
」
『社
会
科
学
研
究
』
第
五
四
巻
第

二
号
、
二
〇
〇
三
年
、

一
二
八

頁
、
大
庭
三
枝

「
国
際
関
係
論
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

『国
際
政
治
』

第

一
二
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
、

一
四
三
頁
、
同
著
者

「
『境
界
国
家
』
と

『地

域
』

の
時
空
論
―

日
豪

の
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
模
索
と
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
の
創
出
」
『
レ
ヴ

ァ
イ
ア
サ

ン
』
第
二
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
、

一
〇
〇
頁
。

(14
)

同
様

の
分
類

に
大
庭
三
枝

(前
掲

「国
際
関
係
論

に
お
け
る
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
」
第
二
節
)
の

(
一
)
帰
属
意
識
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

(
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
研
究
)
(二
)
国
家

の
自
己
規
定
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

(構
築
主
義
)

(三
)
同

一
化
=

排
除
の
論
理
と

し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ

(ポ

ス
ト
構
造
主
義
)

の
分
類
が
あ
る
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
構
成
論
理
自

体
で
は
な
く
国
民
国
家
形
成
に
お
け
る
帰
属
意
識
を
問
題
に
す
る
と
言
う
点
で

歴
史
研
究
と

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
に
は
共
通
項
が
存
在

す
る
。

(15
)
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(16
)

(
17
)

長
谷
川
雄

一

「
一
九
二
四
年
に
お
け
る
脱
欧
入
亜
論

の
浮
上
」

『国
際
政
治
』
第

一
〇
二
号

一
九
九
三
年
、
同
著
者
編

『
日
本
外
交

の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
』
南
窓
社
、
初
瀬
龍
平

「
ア
ジ
ア
主
義
と
国
際
シ
ス
テ
ム
」
安
部

博
純

・
岩
松
繁
俊
編

『
日
本
の
近
代
化
を
問
う
』
勁
草
書
房
、

一
九
八
二
年
、

同
著
者

「
国
際
政
治
思
想
―

日
本

の
視
座
」
有
賀
貞
編

『講
座
国
際
政
治

国
際
政
治

の
理
論
』
、
東
大
出
版
、

一
九
八
九
年
、
山
室
信

一

『思
想
課
題
と

し
て
の
ア
ジ
ア
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

一
年
等
。

(18
)

存
在
論

と
は
世
界
が
何
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
得
る
か
、
認

識
論

と
は
そ
れ
は
ど

の
よ
う
に
理
解
さ
れ
得
る
の
か
、
方

法
論

と
は
ど
の
よ
う
な
分
析
手
法
に
よ

っ
て
そ
れ
が
解
析

可
能
で
あ
る
か
、
の
探
求
で
あ
る
。
三

つ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
分
析
が
そ
れ

ぞ
れ
に
長
所
と
短
所
を
内
在
す
る
わ
け
だ
が
、

(従
来
個
別
に
扱
わ
れ
て
き
た
)

そ

れ
ら

の
パ

ー

ス
ペ
ク

テ
ィ
ブ
を

接
合

・
補

完
し

よ
う
と

い
う

の
が

本
稿

の
狙

い
で
あ

る
。

(
19
)

ネ

オ

・
リ

ア

リ
ズ

ム

に

つ

い
て
は

言
う

ま

で
も

な
く

を
参

照

。

(20
)

ネ

オ

・
リ

ア
リ
ズ

ム

の
焦

点

の
狭

さ

に

つ

い
て

は

田
中
前
掲
論
文
、

南

山
淳

「国

際
政
治

理
論

に
お

け

る
認
識
と

方
法
―

ケ
ネ

ス

・
N

・
ウ

ォ
ル

ツ
を
事

例
と

し

て
」

『筑

波
法

政
』

第

二
二
号

、

一
九

九
七

年
を
参

照

。

(21
)

酒

井
哲

哉

「
国
際

関
係
論

と

『忘

れ

ら
れ
た

社
会
主

義
』
」

『思

想
』

第
九

四
五
号

二

〇
〇
三
年

一
二
二
頁

。

(22
)

外
交

分
析

か
ら

の
ネ

オ

・
リ

ア
リ
ズ

ム
批
判

に

つ
い
て
は

エ
ル

マ
ン
=

ウ

ォ

ル
ズ
論
争
を
参
照
。

(23
)

石
田

淳

「
コ
ン

ス
ト

ラ
ク

テ
ィ

ヴ

ィ
ズ

ム
の
存

在
論

と

そ

の
分
析

射
程

」

『国

際
政
治

』
第

一
二
四
号

、

二
〇
〇

〇
年
、

一
四
―

六
頁

。

(24
)

ま

た

構

築

主

義

に

つ

い

て

の
批

判

的
文

脈

と

し

て

は

、

(25
)

池

田
十

吾

「戦
後

日
米

関
係

に
お
け

る
日
本
外
交

の
ア
イ

デ
ン

テ
ィ
テ

ィ
」

前

掲

『日
本

外
交

の
ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ
』

一
九

八
頁

。

(26
)

生

田

目
学

文

「
戦
後

日

本

に
お

け

る
安
全

保
障

と

ア
イ

デ

ン

テ
ィ

テ
ィ
」

前

掲

『日

本
外
交

の
ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ
』
。

(27
)

大

賀

、
前
掲

論
文

、

一
三
三

頁
、
大

庭

「
国
際

関
係
論

に
お
け

る
ア
イ

デ

ン
テ
ィ

テ
ィ
」

}
四

三
頁
。

(28
)

南

山
淳

「
コ
ン
ス
ト

ラ
ク

テ
ィ
ヴ

イ
ズ

ム
と
権
力

/
知
―

ア
レ
キ
サ

ン

ダ

ー

・
ウ

ェ
ン
ト
を

中
心

に
」
『筑

波
法

政
』
第

三
四
号

、
二
〇
〇

三
年

、

一
二
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八
―

一
二
九
頁

。

(29
)

前

掲

、

一
三
五
頁

。

(30
)

石
田

、
前
掲

論
文

、

一
八
頁

。

(31
)

南

山

、
前
掲

、

一
三

一
頁
。

(32
)

大

賀

、
前
掲

論
文

、

一
三
三
―

一
三
四
頁

、
大
庭

「国

際
関

係
論

に
お
け

る

ア
イ
デ

ン

テ
ィ

テ
ィ
」

一
三
八
―

一
四
〇
頁

。

(33
)

鹿

野
政

道

『日
本

近
代
化

の
思
想

』
研
究
社

、

一
九

七

二
年

、

一
八
七

頁
。

(34
)

(35
)

米

原
謙

『徳
富

蘇
峰

』
中

公
新
書

、

二
〇

〇
三
年

、

一
五
九
頁

。

(36
)

(37
)

大

庭

「
『境

界
国
家

』
と

『地

域
』

の
時
空

論
」

一
〇
六
頁

。

(
38
)

(
39
)

(
40
)

渡

辺
昭
夫

一戦

後
外

交
五

十
年
―

ア
ジ

ア
主

義

へ
の
回
帰

?

ア
イ

デ

ン

テ
ィ

テ
ィ
を
求

め

て
」

『外
交

史
料
官

報
』

第
九

号

房
九
九

六
年

、

一
六
頁
。

(
41
)

前
掲

、

五
頁
。

(
42
)

長
谷

川
雄

一

「
日
米

関
係

に
お
け

る

『
ペ
リ
ー
』

の
記
憶

」
前

掲

『日
本

外
交

の
ア
イ

デ

ン
テ
ィ

テ
ィ
』

一
〇
、

一

一
頁
。

(43
)

前
掲

書
、

一
九

頁
。

(
44
)

山
室

信

一

「
日
本

外
交

と

ア
ジ

ア
主

義

の
交

錯
」

『年
報

政
治

学

』

一
九

九

八
年
。

(45
)

土
佐

弘
之

『安
全

保
障

と

い
う

逆
説
』
青

土
社

、
二
〇

〇
三
年

、
九

五
頁

。

(46
)

宮
崎

慶
之

「
日
本

人
移

民
を

め

ぐ

る
日

本
外

交
―

ベ

ル
サ
イ

ユ
会

議

、

ワ

シ
ン
ト

ン
会
議

を
中

心

に
」
三
輪

公
忠

編

『日
米
危

機

の
起
源

と
排

日
移

民

法
』
論

創
社

、

一
九
九

七
年

、
三

七
三
頁

。

(47
)

麻

田
貞

雄

「
日
米

関
係

と
移

民
問
題

」
斉

藤
真

本

間
長
世

亀

井
俊

介

編

『デ

モ
ク

ラ
シ
ー
と

日
米

関
係
』

南
雲

堂
、

一
九

七
三
年

、

一
六

三
頁
。

(48
)

前

掲

一
六

五
頁

。

(49
)

移

民
問

題

は
容
易
く

黄
禍

論

や
白

禍
論

と

い
っ
た

人
種
的

本
質

主
義

に
拡

大

す

る
傾
向

が
あ

っ
た
。

麻

田
、
前

掲
、

一
六

四
頁
。

(50
)

(51
)

(52
)

(53
)

ポ
ス
ト
構
造
主
義
に
よ
る
政
策
分
析
は
比
較
的
新
し
い
研
究
動
向

で
あ
る
。

言
説
と
政
策
調
整

の
関
係

に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

(54
)

長
谷
川

「
一
九
二
四
年

に
お
け
る
脱
欧
入
亜
論

の
浮
上
」
参
照
。

(55
)

例
え
ば

米
原

前
掲
書
、
三
輪
公
忠

「人
道
主
義
の
名

に
お
い
て
反
撥
し
た
日
本
―

新
渡
戸
稲
造
を
中
心
と
し
て
」
前
掲

『日
米
危

機

の
起
源
と
排
日
移
民
法
』
、
吉
田
忠
雄

『国
辱
―

虚
実
の

「
排
日
」
移
民

法
の
軌
跡
』
経
済
往
来
社
、

一
九
八
三
年
。

(
56
)

史
料
分
析

に
お
け
る
因
果
関
係

の
検
証
と

、
言

説
形
成

の
分
析

に
お
け

る
表
象
過
程

の
考
察
は
対
立
す
る

も

の
で
は
な
く
両
者
は
む
し

ろ
補
完
関
係

に
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
因
果
関
係

(
「
な
ぜ
」

の
説
明
)
な
く
し
て
表
象
過
程

(
「
ど
の
よ
う

に
」
の
説
明
)
を

捉
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
逆
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
以
下
の
著
作
を
参
照

(
57
)

代
表
的
な
も

の
と
し
て
は
長
谷
川
前
掲
論
文
及
び
三
輪
公
忠

「徳
富
蘇
峰

の
歴
史
像
と
日
米
戦
争

の
原
理
的
開
始
―

大
正

一
三
年
七
月

一
日
、
排
日
移
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民
法
の
実
施
を
め
ぐ

っ
て
―

」
芳
賀
徹
他
編

『西
欧

の
衝
撃
と
日
本
』
東
京

大
学
出
版
会
、

一
九
七
三
年
。

(58
)

(59
)

(60
)

米

原

前
掲

書

一
四

六
頁

。

(61
)

日
本

人
移
民

は
最

も
多

い
と
き

で
も

カ

リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
人

口
の

二

・
一

%
、

ア

メ
リ
カ
総

人

口

の
〇

・

一
%

に
過

ぎ
な

か

っ
た
。
参

照

外
務

省

『日

本
外

交

文

書

・
対
米

移

民

問

題
経

過

概
要

』

一
九

七

二
年

、
三

一
六
―

二
二

七
頁

。

(62
)

有
賀

貞

「
排
日

問
題
と

日
米

関
係

」
入
江

昭

・
有

賀
貞

『戦

間
期

の
日
本

外
交
』

東

京
大

学
出
版

会

、

一
九

八
四
年

、

七
〇
頁

、
宮
崎

、
前

掲
論

文

、
三

六
九

頁
。

(
63
)

『昭

和
天

皇
独
白

録

・
寺
崎

英
成

・
御

用
掛

日
記
』

一
九

九

一
年

、
文

芸

春
秋

、

二
〇
―

二

一
頁

(傍

点
筆

者
)
。

(
64
)

脚
注

五

五
参
照

。

(
65
)

麻

田

「
日
米

関
係

と
移

民
問

題
」

一
八

四
頁
。

(
66
)

一
九

二
四
年

四
月

一
九
日
付

『東

京

日
日
新
聞

』
。

(
67
)

一
九

二
四
年

四
月

二
五
日
付

『読

売
新

聞
』
。

(68
)

蓑

原
俊
洋

『排

日
移

民
法

と
日
米

関
係
』

岩

波
書
店

、

二
〇

〇
二
年

、

二

三
五
頁

よ
り

引
用

(傍
点

筆
者

)
。

(69
)

前

掲
、

二
三
九
―

四
〇
頁

。

(70
)

『東
京

商
工
会

議
所

連
合

会
記
録

』
大

正

一
二
年
―

一
四
年

、
六
頁

(傍

点

筆
者

)
。

(71
)

外

務
省

史
料

M
T
三

八
二
―

三
三
九
―

三
四
、

兵
庫

四
六
九

号

(傍
点

筆

者
)
。

(
72
)

三
輪

公
忠

「
一
九

二
四
年
排

日
移

民
法

の
成
立

と
米

貨
ボ

イ

コ

ッ
ト
―

神

戸
市

の
場
合

を
中
心

と

し

て
」

細
谷

千
博

編

『太

平
洋

・
ア
ジ

ア
圏

の
国
際

経

済
紛

争

史

一
九

二
二
―

一
九

四

五
』
東

大

出

版

、

一
九

八

三
年

、

一
五

六
頁

。

(
73
)

三
輪

「人

道
主
義

の
名

に
お

い
て
反
撥

し
た

日
本
―

新

渡
戸

稲
造
を

中

心
と

し

て
」
前

掲

『日
米
危

機

の
起
源

と
排

日
移

民
法
』

三

〇
四
頁
参

照

。

(
74
)

有
賀

「排

日
問

題
と

日
米

関
係
」

飯
野

正
子

「米

国
に

お
け

る
排
日

運
動

と

一
九

二

四
年

移
民

法
成

立

過
程

」

『津

田
塾

大
学

紀

要
』
第

一
〇
号

、

一
九

七

八
年

、
長

谷

川

「
一
九

二

四
年

に
お

け

る
脱
欧

入

亜
論

の
浮

上

」
、
蓑

原
俊

洋

『排

日
移
民

法
と

日
米

関
係
』
。

(
75
)

美
濃

部
達

吉

「対

米
雑

感
」

『改
造
』

一
九

二

四
年
五

月
号

、

二
九

頁
。

(
76
)

林
毅

陸

「
新
排

日
案

と
我

国
民

の
覚
悟

」

『改
造
』

一
九

二
四
年

五
月
号

、

七

八
頁

。

(
77
)

楢

崎
観

一

「
排

日
移

民
法

と

亜
細

亜
民

族

」

『植
民

』

一
九

二

四
年

六
月

号

、

一
五
頁

。

(
78
)

三

輪

公
忠

「徳

富

蘇

峰

の
歴

史

像

と

日
米

戦
争

の
原

理

的
開

始

」

一
九

七

頁
。

(
79
)

初

瀬
龍
平

「
ア
ジ

ア
主

義

と
国
際

シ
ス

テ
ム
」
安
部

博
純

・
岩

松
繁

俊
編

『日
本

の
近

代
化

を
問
う

』

一
九

八
二
年

、
勁
草

書
房

、
六

頁
。

(80
)

関

静
雄

『日
本

外
交

の
基
軸

と
展

開
』

ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書
房

、

二
五
頁

。

(81
)

山

室
信

一

『思

想
課

題
と

し

て
の

ア
ジ

ア
―

基
軸

・
連

鎖

・
投
企
』

岩

波

書
店

、

二
〇
〇

一
年
、

五
七

五
頁

。

(82
)

外

務
省

『日
本

外
交

文
書
―

大

正

二
年

・
第
三

冊
』

五
四
文

書

(傍
点

筆

者
)
。

(83
)

外

務
省

『日
本

外
交

文
書
―

大

正

一
三

年

・
第

一
冊
』

一
九

八

〇
年

、

一
八

五
頁

(傍
点
筆

者
)
。

(84
)

外

務
省

史
料

M

T
三

八

二
―

二
七

四
―

六

五

五

二
、
「
加
州

問

題

ニ

関

ス
ル
日
米

交
渉
顛

末
」
。

(85
)

前

掲
。
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(86
)

前

掲
、

五
六

四
、

「帝

国
政
府

第

一
回
抗

議
」
。

(87
)

前

掲
。

(88
)

前

掲
、

五
七

二
、

「帝

国
政
府

第

二
回
抗

議
」
。

(89
)

前

掲
。

(90
)

前

掲
、

六
〇
九

、

「帝

国
政
府

第

三
回
抗

議
」
。

(91
)

外

務
省

『日
本

外
交

文
書
―

大

正

一
三

年

・
第

一
冊
』

一
九

八

〇
年

、

一
八

四
頁
、

一
九

二
四
年

五
月

二
八

日

(電
報
)

大
橋
領

事

よ
り
広

田
欧
米

局

長

宛

(傍
点
筆

者
)
。

(92
)

外

務

省

『
日
本

外
交

文

書
―

大

正

八
年

・
第

三

冊
』

四

四

九
―

四
五

一
頁
。

(93
)

前

掲
。

(94
)

小

林
龍
夫

編

『翠
雨

荘
日

記
』

原
書
房

、

一
九
六

六
年
、

三
〇

八
頁

。

(95
)

前

掲
、

三
三

四
頁
。

(96
)

前

掲
、

三
三

五
頁
。

(97
)

宮
崎

、
前

掲
論

文
、

三
八

四
頁

。

(98
)

麻

田
貞
雄

「
ワ
シ

ン
ト

ン
会

議
と

日
本

の
対
応
―

新
外

交
と

旧
外
交

の

は
ざ

ま
」
前

掲

『戦
間

期

の
日
本
外

交
』
東
大

出
版

、

一
九

八
四
年

、
四

一
頁

。

(99
)

内

田
外
相

よ
り

幣
原
大

使
宛

訓
令

、

一
〇
月

一
三

日

(第

五
〇

七
号
)

外

務
省

『日
本
外

交
文

書

・
ワ
シ

ン
ト

ン
会
議
』

上

、

一
八

一
―

一
九

六
頁
。

(
100
)

こ
の

二
重

性

の
議
論

に

つ
い

て
は

(
101
)

入

江
、
前

掲
書

、

一
七

二
頁

。

(
10
2)

関

、
前
掲

書
、

二
頁

。

(
10
3)

吉

田
、
前

掲
書

、

二
三
〇
―

二

三
三
頁

。

(
10
4)

蓑
原

、
前

掲
書

、

二
四

一
頁

。

(
10
5)

麻

田

「
日
米
関
係

と
移

民
問

題
」

二
〇

〇
頁
。

(
10
6)

三
輪

、
前

掲
書

、

二
〇

一
頁

。

(
10
7)

外
務
省

史
料

M
T
三
八

二
―

三

三
九
―

六
―

四
、
「米

国

ニ
於

ケ

ル
排

日

問

題
雑
件

―

一
九

二
四
年

移
民

法
成

立
前

後

新
聞

論
調

」
、
在

奉

天
総
領

事

船

津
辰

一
郎

よ
り
外
相

松
井

慶
四
郎

、
大

正

一
三

(
一
九

二
四
)
年

五
月

一
〇
日
。

(
1
0
8)

前
掲
、
「読
者
ノ
論
談

(五
月

一
日
東
報
所
載
)
」
。

〔付
記
〕

本
稿
は
日
本
国
際
政
治
学
会

・
日
本
外
交
史
分
科
会

(二
〇
〇
三
年
七

月
五
日
、
於
東
京
女
子
大
学
)
の
研
究
報
告
に
加
筆

・
修
正
を
加
え
た
も

の
で

あ
る
。

(お
お
が

と

お
る

エ
セ

ッ
ク
ス
大
学
大
学
院
)



Politics of Border in Japanese Foreign Policy 

Analysis: Anti-Japanese Immigration Law and 

National Identity

OGA Toru

' Identity' has become one of the focal issues in the study of international 
relations along with the epistemological turn in international relations since 
the late 1980s, the so-called the Third Debate. There are broadly three per-
spectives in the study of identity; the first approach is constructivism that 
focuses on scientific and objectivist approaches in examining identity; the 
second approach is post-structuralism that emphasises the politics of the 
border on construction of identity; the third approach is historiography that 
interprets the construction of national identity from historical context. 

The aim of this paper is to re-constitute Japanese foreign policy analysis 
from the standpoint of national identity by properly combining three per-
spectives above. With critical reading of constructivism, this paper employs
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post-structuralist discourse analysis that uncovers politics of the border in 
constitution of particular identities that have been historically articulated. 
This paper investigates the emergence of national identity in confronting 
with the U.S. anti-Japanese immigration law in 1924 as a case study. This 
is because this case was characterised by the politics of the border in con-
structing national frontier (i.e. Asia / Anglo-Saxon). Remarkably, numerous 
discursive practices relied on universal rhetoric, such as Seigi or Kodo [Jus-
tice]. It was the articulation of particular national frontier via universal 

principles (in other words, the politics of the border between justified Asia / 
injustified Anglo-Saxon) 

This paper is composed of six parts. The first part summarises the episte-
mological debate in the study of international relations theory and history, 
and introduces three approaches to identity: constructivism, post-
structuralism and historiography. The second part compares two theoreti-
cal approaches to identity: constructivism and post-structuralism. The third 

part also considers how post-structuralist's politics of the border and histo-
riography of national identity can be synthesised. The fourth part exam-
ines methodological relevance of discourse analysis. The next two parts con-
cern the case of the emergence of national identity in the aftermath of anti-
Japanese immigration law. The fifth part explores the role of universality 
and particularity in articulating national identity. The sixth part investi-

gates the emergence of national identity.
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